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5月24日、今年４月より啓成中学校と統合後、初となる芦別中学校の体育大会が市

陸上競技場にて小雨が降る中、開催されました。

　陸上競技場での開催は今回が初めてで、駐車場が広く、足を運びやすいこともあ

り、たくさんの保護者の熱い声援を受けながら生徒たちは雨にも負けず、全力で競

技に挑んでいました。

　また、新たな試みとしてPTA役員も生徒に負けじとフィールド内を駆け回り、

競技の様子を撮影し、リアルタイム配信を行っていました。

p ２……… 星の降る里・芦別健夏まつりを

　　　　　開催します

p ６……… 令和５年度の情報公開制度

　　　　　利用状況

p ８……… 新任「地域おこし協力隊」を紹介
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第
52
回  

星
の
降
る
里
・
芦
別
健
夏
ま
つ
り

会場／芦別駅前特設会場ほか
時間／20日正午～、21日午前10時～

７月20日・21日
㈯ ㈰

「星の降る里
・芦別健夏まつり」は

　今年で52回目。

20日（土）には、屈強な男たちが街を駆ける恒例の

健夏山笠・追い山、21日（日）の最後を飾るのが、

色とりどりの衣装を身にまとい、舞い踊る「健夏お

どり（旧千人踊り）」。

　このほか、芦別高校吹奏楽局と市民吹奏楽団の演

奏会やキッズダンス、大道芸パフォーマンスなどが

催され、今年も芦別警察署による体験会が実施され

ます。

　そのほかにも、無料で子どもから大人まで楽しめ

るさまざまな催しが盛りだくさんです。

★芦別健夏山笠
◎追い山スタート（午後５時59分～）

　駅前通→国道452号→ファミリータウン一番街

→国道452号→駅前通

　783年の伝統を誇る博多祇園山笠。同振興会から

「北の山笠」として唯一認められた「芦別健夏山笠」

の一連の行事は、健夏まつり開催前から行われます

が、その締めくくりとなる「追い山」が、まつり初

日のハイライトを飾ります。

　「追い山」は、重さ１㌧の「舁
か

き山」３本が駅前通を

順次スタート。市内中心部を一周し、そのタイムを

競うものです。締め込み、水法被姿の勇ましい男た

ちと先走りの子どもたちに声援をお送りください。

■舁
か

き手を募集しています

　芦別健夏山笠振興会では、随時舁
か

き手を募集して

います。

◎問い合わせ／芦別健夏山笠振興会☎27-7081（髙橋）

★健夏おどり（旧千人踊り）

◆「千人踊り」は「健夏おどり」に名称が変更にな

りました。

　昭和45年から続く「千人踊り」。音楽や踊り、コ

ースを変えながら今まで踊ってきました。

　例年、駅前通から都通を周回してましたが、メイ

７月20日㈯
開会式 12：00～12：10

芦別高等学校吹奏楽局演奏会 12：20～12：40

芦別市民吹奏楽団演奏会 13：00～13：30

キッズダンス 13：40～14：00

芦別獅子舞 14：20～14：40

大道芸パフォーマンス Performer RUI 15：00～15：30

健夏山笠行事 17：00～

健夏山笠（追い山） 17：59～19：15

◎12：00～19：30　市民バザール（露店・キッチンカー）

7月21日㈰
学ぼう・遊ぼう・体験しよう!芦別警察署 10：00～11：30

こども縁日（常設） 10：00～12：30

参加型ゲーム 11：45～12：45

第６回芦別名物さくらんぼ種飛ばし大会 13：00～14：00

健夏おどり 15：00～15：30

表彰式 15：40～15：50

◎10：00～16：00　市民バザール（露店・キッチンカー）

芦別を熱くするイベントの季節が到来。

暑い夏を健やかに！「芦別健夏まつり」は7月20日

（土）・21日（日）。8月3日（土）には、「キラキラ☆

フェスタあしべつ２０２4」が開催されます。

みなさん、ぜひお越しください！

バザール会場は、焼き鳥、焼きそば、海鮮焼、フラ

ンクフルト、たこ焼き、から揚げ、フライドポテト、

たき込みごはん、揚げかまぼこ、コロッケ、クレー

プ、かき氷、トロピカルジュース、ソフトドリンク、

生ビール、など盛りだくさんです。

ン会場である駅前通りのみを周回するコースにしま

した。踊りの開始時間は午後３時00分から花火と

ともに「あしべつ節」にあわせて踊りだします。

　芦別市内の各団体より参加した踊り手さんの、そ

ろいの浴衣や色とりどりの衣装、踊りに合わせて挙

がる掛け声。会場に訪れて体感してみませんか。

◎問い合わせ／星の降る里・芦別健夏まつり実行委

員会事務局☎27-7700
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星の降る里
百年記念館

観光物産
センター

◆７月の営業時間変更のお知らせ

◎営業時間

・売店：午前９時30分～午後５時

・レストラン：

　　　午前11時～午後３時

　　　午後４時～午後７時

◎レストランからのお知らせ

・７月、８月限定メニュー

　「ガタタン焼きそば」復活しま

　す。税込970円

●問い合わせ／観光物産センター

☎23-1437

イベント 広場

◆７月のイベントのお知らせ

◎毎週月曜日

　お楽しみビンゴデー

　（午後１時45分～）

◎毎週火曜日

　朝風呂・夜風呂限定三角くじ

　（対象受付時間＝午前６時～９

　時、午後７時～９時）

◎毎週水曜日

　おふろcaféポイントカードポイ

　ント２倍

　水曜サ活☆熱々サウナデー

◎毎週木曜日

　お楽しみビンゴデー

　（午後１時45分～）

◎毎週金曜日

　男性浴室限定スタッフ熱波サー

　ビス（午後７時～）

◎毎週土曜日

　泥パック作りワークショップ

　（午後１時30分～）

　男性浴室限定スタッフ熱波サー

　ビス（午後７時～）

◎毎週日曜日

　小麦の奴隷富良野店（パン販売）

　移動販売デー

　（午前11時～午後３時）

　男性浴室限定スタッフ熱波サー

　ビス（午後７時～）

●問い合わせ／スターライトホテ

ル☎23-1155

　芦別のさまざまな魅力を写真で

伝える、「星の降る里あしべつフォ

トコンテスト」が開催中です。　

　今年も「一般部門」と「インス

タ部門」の２部門で魅力あふれる

写真をプロ・アマ問わず募集中で

す！

　一般部門の最優秀賞は５万円分

インスタ部門の最優秀賞は３万円

分の地域限定商品券「どんぐり」

をそれぞれ用意し、見事入賞され

た作品は2025年「星の降る里芦

別カレンダー」の写真として使用

されます。

　この機会にぜひ芦別の魅力が伝

わる、あなたの「撮っておきの○

○」を収めた写真のご応募お待ち

しております！

◎応募締切／８月30日(金)まで

◎審査発表／10月予定・入賞者に

直接通知・商工会議所ホームペー

ジでも発表予定です。

◎応募票・応募規定／商工会議所

ホームページの「トピックス」に

掲載しております。

　以下のＱＲコードをご覧くださ

い。

▼ホームページ　　▼インスタ

　トピックス　　　　グラム

●問い合わせ／芦別商工会議所

☎22-3444

◆絵手紙の会「福寿草」作品展を

開催します 

◎期間／７月6日（土）～28日（日） 

◎時間／午前９時～午後５時

（初日は午後１時から、最終日は

正午まで） 

◎観覧料／同展のみの観覧は無料 

◎休館日／月曜日 

●問い合わせ／星の降る里百年記

念館☎24-2121

　滝里湖オートキャンプ場の予約

はこれまで電話１回線で受け付け

ていましたが、７月１日（月）より

オンラインでの予約が可能になり

ました。

◎開始日時／７月１日（月）午前９

時から

◎その他／①引き続き電話予約も

可能です。②これまで同様、翌々

月分まで予約が可能です。

※７月１日（月）からは９月分まで

予約可能です。

③アクセスが集中するとサーバー

に繋がりにくくなる可能性があり

ますので、ご理解願います。

◎予約サイトＵＲＬ

https://takisato-camp.com/

　ＱＲコード➡

●問い合わせ／滝里ダム防災施設

☎27-3939（午前９時～午後５時）

 滝里湖オートキャンプ場の

 オンライン予約を開始

  星の降る里あしべつ

  フォトコンテスト2024

  開催中です

スターライト
ホテル
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まちの話題　　　　　ASHIBETSU  NEWS 

市内各所にて「まちづくり懇談会」を開催

　市は、５月23日から６月７日まで、

市内10か所において「まちづくり懇

談会」を開催しました。

　懇談会では、令和６年度市政執行

方針に基づく主要施策のほか、水道

料金の改定、浄水場の更新などにつ

いて説明した後、市長との意見交換

会を開催しました。

　参加者からは、水道料金の改定に

よる水道事業の経営への影響や地域

公共交通、警察署の統合への不安な

どさまざまな意見が出されました。

　意見交換の内容をまとめた懇談会

の記録については、７月中に市公式

ホームページに掲載するほか、市役

所や公共施設等に配置します。

国際交流親善パーティーで外国人技能実習生などが親睦を深める

芦高ラグビー部４選手がU18合同チーム北海道代表に選出

　芦別高校ラグビー部の４人がU18

合同チーム北海道代表として選出さ

れ、６月30日（日）に秩父宮ラグビー

場で行われる交流試合と、７月31日

～８月３日に長野県上田市で開催さ

れる第20回全国高等学校合同チー

ムラグビーフットボール大会に参加

します。

　選出されたのは、（＝写真左から

＝）キャプテンの小野晴也さん、吉

田釉さん、高貝悠聖さん、片山琉雅

さんの４選手。また、松浦顧問（＝

写真右＝）も北海道ブロック監督と

して出場します。

　６月３日に市役所を表敬訪問した

４人は荻原市長と懇談し、キャプテ

ンの声かけで入部したエピソードや大

会への抱負などを語ってくれました。

　５月31日、市の外国語指導助手や

市内の事業所で働く外国人技能実習

生などを招いて、芦別市国際交流協

会主催による国際交流親善パー

ティーが福祉センターで５年ぶりに

開催されました。

　ベトナム、インドネシアなど６か

国15人が参加し、荻原市長らと会食

しながら交流を深めました。

　北日本精機㈱に勤務して２年目の

ベトナム出身、ホアン・ディン・タ

イさんは「日本の食事はおいしい。

職場の同僚ともすぐに打ち解けまし

た。両親は少しだけ心配しています

が、連絡を取り合っています。芦別

はベトナム人が少なくて寂しいので

もっと増えるといいですね。」と話

してくれました。　

歌謡詩集「風の旋律年度賞」にて２度目の最優秀賞を受賞

　５月23日、上芦別町在住の作詞・

作曲家である藤田進さんご夫妻が、

荻原市長を表敬訪問しました。

　藤田さんは、「星すすむ」というペ

ンネームで活動しており、北海道作

詞家協会の令和５年度歌謡詩集「風

の旋律年度賞」で最優秀賞を受賞。

　今回の作品は「雪をんな物語」と

いう作品名で、葛西善蔵の短編小説

「雪をんな」を基にした詩であり、

ゆかりの地である新城町夫婦滝の文

学記念碑などに何度も足を運び、練

り上げたものです。

　藤田さんは2012年にも最優秀賞

を受賞しており、今回が２度目の受

賞となりました。
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芦
別
高
校
の
今
年
度
の
入
学
者
数
は
26
人

に
と
ど
ま
り
、
第
１
学
年
で
は
１
学
級
と
な

り
、
来
年
度
以
降
の
募
集
間
口
が
１
間
口
と

な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、「
芦
別
市
高

校
問
題
協
議
会
」
で
の
協
議
を
踏
ま
え
、
今

後
も
普
通
科
２
間
口
の
安
定
的
な
維
持
・
確

保
に
向
け
、
去
る
５
月
27
日
、
北
海
道
教
育

委
員
会
教
育
長
に
対
し
、北
村
市
議
会
議
長
、

荒
当
道
議
会
議
員
、
芦
別
高
校
校
長
、
市
教

委
教
育
長
と
と
も
に
要
請
活
動
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
要
望
の
内
容
は
、
芦
別
高
校
が
本
市
の
ま

ち
づ
く
り
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
高
校

で
あ
り
、
中
学
生
の
進
学
ニ
ー
ズ
に
確
実
に

応
え
て
い
く
う
え
で
も
普
通
科
２
間
口
を
維

持
す
る
こ
と
が
不
可
欠
な
こ
と
か
ら
、
９
月

に
予
定
さ
れ
る
公
立
高
等
学
校
配
置
計
画
の

策
定
に
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
普
通
科

２
間
口
に
よ
る
募
集
と
さ
れ
る
よ
う
強
く
訴

え
、
道
教
育
長
か
ら
は
、
①
今
回
の
入
学
者

は
異
常
値
（
少
な
さ
）で
あ
り
、今
年
に
限
っ

た
極
端
な
結
果
と
捉
え
て
い
る
②
芦
別
高
校

は
、
芦
別
市
や
赤
平
市
の
生
徒
や
地
域
住
民

の
負
託
に
十
分
応
え
て
い
く
高
校
で
あ
り
、

今
後
も
地
域
と
し
て
必
要
な
高
校
で
あ
る

③
要
望
内
容
を
道
教
委
と
し
て
真
摯
に
受
け

止
め
、
９
月
に
確
定
す
る
令
和
７
年
度
以
降

の
高
校
配
置
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。

　
こ
の
た
め
、
市
と
し
て
も
、
引
き
続
き
芦

別
高
校
と
連
携
を
深
め
、
こ
れ
ま
で
の
さ
ま

ざ
ま
な
行
政
支
援
等
を
含
め
必
要
な
対
応
や

取
り
組
み
な
ど
を
講
じ
、
芦
別
高
校
の
さ
ら

な
る
魅
力
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　「
芦
別
警
察
署
」に
つ
い
て
、先
般
、市
に
対

し
、
北
海
道
警
察
本
部
よ
り
、
道
内
の
警
察

署
の
機
能
強
化
に
向
け
た
再
編
整
備
計
画
と

し
て
、
令
和
８
年
４
月
か
ら
芦
別
署
を
滝
川

署
に
統
合
し
、職
員
数
の
削
減
と
分
庁
舎（
分

署
）
化
す
る
内
容
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
本
市
は
広
大
な
行
政
面
積
を
有
し
、
国
道

２
路
線
、
道
道
11
路
線
等
が
あ
り
、
道
内
の

主
要
都
市
を
結
ぶ
地
点
に
立
地
し
、
交
通
量

も
多
く
交
通
安
全
体
制
の
確
立
が
欠
か
せ
な

い
状
況
に
あ
る
ほ
か
、
地
域
の
治
安
対
策
と

し
て
、
近
年
頻
発
す
る
ク
マ
等
の
出
没
に
よ

る
人
畜
被
害
等
へ
の
懸
念
や
、
特
殊
詐
欺
や

不
審
者
に
よ
る
高
齢
者
や
子
ど
も
等
へ
の
犯

罪
抑
止
力
の
低
下
な
ど
、市
民
、地
域
に
と
っ

て
安
全
安
心
な
地
域
社
会
の
形
成
に
大
き
な

不
安
を
与
え
か
ね
ず
、
ま
た
、
人
口
の
流
失

に
も
拍
車
が
か
か
る
だ
け
に
、
芦
別
署
（
本

署
）
の
存
続
を
強
く
要
望
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
市
に
お
い
て
は
、
同
署

の
存
続
に
向
け
、
北
海
道
警
察
本
部
長
等
に

対
し
、
オ
ー
ル
芦
別
で
の
要
請
活
動
に
つ
な

げ
て
い
く
た
め
の
署
名
活
動
を
実
施
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
市
民
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
市
で
は
こ
れ
ま
で
国
有
林
に
お
い
て
、
分

収
造
林
制
度
（
契
約
に
基
づ
き
造
林
者
の
市

が
国
有
林
に
木
を
植
え
て
、一
定
期
間
育
て
、

成
林
後
に
立
木
を
売
却
し
、
そ
の
収
益
を
市

と
国
と
で
予
め
契
約
で
決
め
た
割
合
で
分
収

す
る
制
度
）
を
活
用
し
た
森
林
整
備
等
を
継

続
し
て
行
い
、森
林
の
多
面
的
機
能
の
維
持
・

増
進
等
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
こ
と
に
対
し
、
こ
の
度
北
海
道
森

林
管
理
局
長
か
ら
、
重
厚
な
木
製
の
感
謝
状

の
贈
呈
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
、
大
変
光
栄

に
思
う
と
と
も
に
、
今
後
も
同
制
度
を
活
用

し
、
森
林
の
適
切
な
整
備
と
あ
わ
せ
、
市
有

財
産
の
確
保
に
向
け
、
取
り
組
み
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
格
的
な
夏
の
到
来
か
ら
も
、
市
民
皆
様

に
は
熱
中
症
等
暑
さ
対
策
に
は
十
分
ご
留
意

を
い
た
だ
き
、
ご
健
勝
で
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
。
　
　
　
　
　  

　
　
　（
６
月
20
日
記
）

芦
別
市
長
　

荻
原
　
貢

　
★
市
長
だ
よ
り
★
　


５月27日、北海道教育委員会倉本教育長（＝写

真右から３人目＝）へ、芦別高校の間口確保の

要望を行ってまいりました。

　1869年（明治２年）、北海道の名付け親とされる松

浦武四郎が、明治政府に「北加伊道（ほっかいどう）」

という名称を提案した７月17日は、「北海道みんなの

日」、愛称「道みんの日」です。

　北海道の魅力と価値を再発見し、北海道を誇りに思

う心を育み、より豊かな北海道を築き上げることを期

する日として平成29年に制定しました。

　この日をきっかけに、道民の

皆さんには北海道に愛着や誇り

を持っていただき、北海道の魅

力を発信する機会としていただ

ければ幸いです。

●詳細　北海道環境生活部道民生活課道民生活係

☎011-204-5211

７月17日は「北海道みんなの日」
～ 北海道の価値を見つめ直し、これからの北海道を考える日 ～
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　市が保有する公文書の公開請求はどなたでも行うことができます。個人情報の開示請求は、原則として本

人に限られていますが、未成年者の法定代理人及び成年後見人のかたが行うこともできます。なお、市が保

管する個人情報の利用の停止、または消去、外部機関への提供の停止を請求することもできます。

①市が定める請求書（市公式ホームページからダウンロードができます）に必要事項を記入して市へ提出（必

要事項が記載されていれば、任意の用紙でも構いません。また、持参できない場合は、郵送もしくはFAXで

の提出もできます）。

②市は提出された請求書の内容を審査し、公開・開示できるかどうかを決定して、その結果を文書で通知します。

③公開・開示の決定通知を受けたかたは、指定の日時に通知文書を持参し、ご来庁ください。

　用紙による写しの交付を希望される場合は、１枚につき10円、ＣＤ-Ｒによる交付を希望される場合は、１枚

につき200円となります（ＣＤ-Ｒによる交付は、電磁的方式により記録された図面等に限ります。詳しくは、

お問い合わせください）。なお、送付を希望される場合は、別途送料が必要となります。

　昨年度、情報公開の請求は31人、個人情報の開示請求は11人、個人情報の訂正請求は１人が行いました。

　情報公開の請求件数は31件で、このうち８件が公開、11件が一部公開、１件が非公開、11件が不存在でし

た（表１）。個人情報の開示請求件数は11件で、全て開示でした（表２）。個人情報の訂正請求件数は１件で、

訂正決定をしました。

（表１）情報公開請求の実施機関別状況

実施
機関

請求人数 請求件数
公　　開 一部公開

非公開 不存在
写し交付 写し交付

市　 長 30人 30件 ８件 10件 １件 11件

教 育 長 １人 １件 ― １件 ― ―

合 計 31人 31件 ８件 11件 １件 11件

（表２）個人情報開示請求の実施機関別状況

実施
機関

請求人数 請求件数
開　示 一部開示

写し交付 写し交付

市　 長 11人 11件 11件 ―

情報公開・個人情報保護制度

令和５年度の利用状況

◎ 請求から公開・開示までの流れ

●問い合わせ　総務係☎22-2111

　情報公開・個人情報保護制度は、市が持つ情報を広く公

開するとともに、個人情報を適正に取り扱うために設けら

れている制度です。今月は令和５年度の公開請求状況や請

求から公開・開示までの流れなどをお知らせします。

　第６次芦別市総合計画とは、令和２年度から令和

11年度までの10年間の新たなまちづくりの方向やそ

れを実現するための方法などを定めた長期計画で

す。

　この計画は、生活環境、医療・福祉、産業・経済、

教育・文化など、市民の皆さんに直接関わりのある

取り組みやまちの進むべき方向を位置付けるもの

で、芦別市まちづくり基本条例の規定に基づく、本

市の最上位の計画です。

　令和６年度は第６次総合計画の策定から５年目に

当たることから、社会的経済的情勢の変化を踏まえ

て中間見直しを実施します。

　中間見直しに向けて、市民や市内に在勤、または

在学する皆さんの中から審議会委員を募集します。

　審議会委員は、総合計画中間見直しの素案につい

て、数回にわたって調査や審議を行った後、その結

果を市長に答申します。

　次の要領で募集しますので、まちづくりに関心の

あるかたの応募をお待ちしています。

○応募要領

募集人数 ３人（委員総数25人以内）

応募資格

①応募日現在、満18歳以上のかた
②市内に居住、または在勤、在学のかた
③応募日現在、本市の他の審議会等の委員を３つ
　以上兼ねていないかた

任 期 ８月１日（予定）から審議終了まで

応募方法

所定の応募用紙に必要事項を記入の上、持参か郵
送、FAX、または電子メールで企画係へ提出。
電話及び口頭での受け付けはしません。
○住所／市役所企画政策課企画係
　〒075-8711　芦別市北１条東１丁目３番地
○FAX 22-9696
○電子メール／kikaku@city.ashibetsu.hokkaido.jp
※応募用紙を希望されるかたは、企画係までご連
　絡ください。市公式ホームページからダウンロ
　ードもできます。

募集期限 ７月22日㈪必着

選考方法
選考委員会が書類選考により決定し、後日、本人
に通知します。

報酬など 条例に基づく報酬と交通費を支給します。

会議の開催 平日の午後６時～８時、３回程度を予定。

●問い合わせ　企画係☎27-7061

第６次芦別市総合計画の審議会委員を募集します
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　これからの時期は、降雨量が増えるのと合せて

気温も上昇し、北海道でも災害級の暑さが予想さ

れるなど、熱中症に対する警戒も必要な時期にな

ります。

　昨年７月の芦別では、気温25度を超える夏日

が18日間、30度を超える真夏日が８日間あり、

連日の暑さで熱中症の危険を感じたかたもいたの

ではないでしょうか。

　熱中症の対策としては、最高気温が25度前後

のタイミングで体を慣れさせる「暑熱順化」が大

切で、日頃から屋外での運動や外遊び、入浴など

により皮膚血管を拡張させ、循環血液量が増加し

汗をかくことが習慣となり、体の熱を上手に放熱

しやすくなります。本格的な暑さの到来前のこの

時期に、無理のない範囲で運動などにより体を慣

れさせましょう。

　また、のどが渇いたと感じていなくても、こま

めに水分や塩分補給のため、スポーツドリンクな

どを飲むよう心掛けてください。熱中症は屋外だ

けでなく、室内で何もしていないときでも発症し、

救急搬送されるケースや、場合によっては死亡に

至ることもあります。室温をこまめに確認して、

扇風機やエアコンの使用により調節を行うように

しましょう。

　熱中症は、高齢者や体温の調節機能が未発達な

子どもに対する注意が特に必要です。いざという

時のために自身の体調の変化に気をつけるととも

に、周りの人にも気を配るなど熱中症による健康

被害に注意しましよう。

■こちらから環境省の熱中症警戒アラート等の

　メール配信、LINE等の登録が

　できます。

　　環境省熱中症予防情報サイト

　　https://www.wbgt.env.go.jp/

●詳細　危機対策係☎27-7058

熱中症による
　　健康被害に注意を防災カフェ

　夏の風物詩「花火」。いよいよ子どもたちにとっ

て楽しみな季節となりました。しかし、気軽に楽し

める花火も、取り扱いを誤ると火事や火傷などの事

故につながりかねません。

　子どもの火遊びによる火災

は、大人がいない時に発生す

ることが多く、そのため火災

の発見が遅れ火災が拡大する

要因にもなります。

■花火を安全に遊ぶポイント

①風の強いときは花火をしない②燃えやすいものが

なく、広くて安全な場所を選ぶ③子どもだけでなく

大人と一緒に遊ぶ④説明書をよく読み、注意事項を

必ず守る⑤水バケツを用意し、使った花火は必ず水

につける

■子どもの火遊びによる火災防止のポイント

①子どもだけを残して外出しない②ライターやマッ

チを子どもの手の届くところに置かない③子どもだ

けで火を取り扱わせない④火遊びをしているのを見

かけたら注意する⑤火災の恐ろしさ・火の取り扱い

について教育する。

　事故が起こらないように十分注意し、楽しい夏の

思い出にしましょう。

●詳細　芦別消防署保安係☎22-3106

花火・火遊びによる火災に注意しましょう
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はじめまして、
新任「地域おこし協力隊」を紹介

　初めまして、6月1日付でフ

リーミッション部門の地域おこし

協力隊に就任いたしました、竹下

みな実と申します。福岡の北九州

市より参りました。

　アニメ・漫画で育ったようなも

ので、趣味は漫画とイラストを描

くことやアニメ・映画鑑賞などで

す。たまに行く旅行も好きです。

　漫画イラストに関してはフリー

ランスで活動しており、創作漫画

をSNSなどで発信したり、サー

ビス販売アプリ等でイラスト制作

のご依頼を受けたりしています。

　性格は好奇心旺盛な引きこもり

です。基本的にゆったりのんびり

好きなので、家で絵を描きながら

愛犬とくつろぐ時間が何よりも幸

せです。

　外に出るとなると緊張しがちな

私ですが、興味のあることには進

んで参加したいと考えています。

　もともと、北海道に住んでいた

ことがあり、北海道の自然のすば

らしさや人々の温かさを思い出

し、もう5年くらい前から母と北

海道に移住の話をしていました

が、なかなか叶わずにいました。

　そんな折、福岡市にて開催され

た〔北海道で暮らそう〕というイ

ベントで地域おこし協力隊の岩﨑

さんのイラストに目を奪われお話

を聞いた所、地域おこし協力隊と

いう制度があることを知り「これ

だ！」と思い志願させていただき

ました。

　私と父のみ先に芦別市に来るこ

とになり、ホームシックと不安で

いっぱいになっていたのですが、

市役所や街のかたがたのすごく温

かいご対応に、固まっていたもの

がスーッと溶け、とても安心する

ことができました。

　これからは、移住者から見た芦

別市の良さや学んだ文化歴史を漫

画にして、多くの人々に知っても

らうためSNSなどで発信してい

きたいと考えています。

　イベントなども参加させていた

だきますので、もし見かけられた

際はお気軽に声をかけていただけ

ると嬉しいです。

　６月より地域おこし協力隊とし

て陶芸センター指導員に就任しま

した、中泉裕貴と申します。

　芦別市陶芸センターを拠点とし

て自身の創作活動や、陶芸の指導

を通してモノづくりの感動を伝え

ることをミッションとしていま

す。

　秋田県生まれの４０歳独身男性。

東京で和食の料理人を十数年して

いましたが、自分でも器を作って

みたい！と思うようになり３３歳か

ら愛知県瀬戸市にある陶芸の専門

学校に通い、卒業してすぐに陶芸

家として独立しました。

　陶芸家というとどんなイメージ

をお持ちでしょうか？気難しい職

人の姿を思い浮かべるかたがほと

んどかと思いますが、私はといい

ますと、ふくよかなシルエットが

功を奏してか、柔和で優しいと

いった印象をもってくださるかた

が多いです。

　暑がりなので北海道はたいへん

過ごしやすいです。加えて芦別は

お米や野菜がとても美味しく、「痩

せなきゃ」が口癖の私ですが、そ

の気配はありません。

　陶芸教室も開催しますので、気

軽に陶芸センターにお立ち寄りく

だされば嬉しいです。

地域おこし

協力隊

活動日誌

81

竹下 みな実　隊員

中泉 裕貴　隊員
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◆新着図書ピックアップ◆

図書館へ行こう ◎休館日／７月15日・16日・22日・23日・29日・30日
　　　　　８月５日・６日

������　芦別市立図書館☎22-2204　　 開館時間／9：30～18：00　������

《小説、実用書など一般図書》

俺たちの箱根駅伝【上・下】（池井戸潤）、魔女の後悔（大

沢在昌）、ゆうびんの父（門井慶喜）、女の国会（新川帆立）、

ひなた商店街（山本甲士）、ハコウマに乗って（西川美和）、

いろいろな幽霊（ケヴィン・ブロックマイヤー）

《児童書》

アザラシのアニュー（あずみ虫）、くろいはまべ‐アース

デイのはじまり‐（ショーナ・スティス／マリベル・レチュー

ガ）、どんぐり（たてのひろし）、おじさんのかさ（佐野洋

子）、図書館がくれた宝物（ケイト・アルバス）

▽一日司書体験／７月13日（土）午後１時30分～

▽絵本読み聞かせ会／７月27日（土）午後２時～

　

　

新おとめ六法
上谷さくら著　KADOKAWA

　デートDV、ストーカー、

SNSでの中傷、ネットサギ、

盗撮…など、気づかないうち

に事件に巻き込まれ被害者と

なる事件が増えてきました。

多くの人が遭遇する可能性の

あるトラブルを「恋愛・イン

 おすすめの１冊

展
示

７
月

・星の降る里あしべつフォトコンテスト2023（２階）
　＝７月28日（日）まで
・レコードコレクション（１階）＝７月28日（日）まで

８
月
・芦別書道連盟小作品展（２階）＝８月30日（金）まで
・粘土細工作品展（１階）＝８月30日（金）まで

おもひで映画館
●７月25日（木）午後２時～４時23分
　『パイレーツオブカリビアン　呪われた海賊たち』 
　2003年　アメリカ映画　カラー　字幕スーパー

　監督／ゴア・ヴァービンスキー　出演／ジョニー・
　デップ、オーランド・ブルームほか

●８月９日（金）午後２時～３時31分
　『ウォーターボーイズ』2001年　日本映画　カラー

　監督／矢口史靖　出演／妻夫木聡、玉木　宏、
　三浦哲郁ほか

■７月の移動図書館車運行日程
日 曜日 ステーション名 時　間

３、17 水

西山商店（野花南町）

上芦別小学校

旧にしむら商店（上芦別町）

西芦別共同浴場

13：20～13：30

13：40～14：00

14：10～14：30

14：40～15：00

４、18 木

上芦別生活館

芦別小学校

かざぐるま

ケアハウスあしべつ

さくらハイツ

中野記念病院

13：20～13：30

13：50～14：10

14：20～14：35

14：45～15：00

15：15～15：30

15：40～16：10

ターネット・子ども・くらし・仕事・結婚」の

６つに分けて解説し、その対処法と「あなたを

守る法律」を紹介。専門家によるコラムも掲載

され、不安に答えてくれるおすすめ本です。

※頼城多目的研修センターは７月から休止します。

ハーイ  　　 デミアンです
国際交流員　　　　 エッセートーク 75

P
フォトグラフィ－

hotography

　日本製のカメラやレンズの品質の高さは国際的に

良く知られています。約16年前、長男が生まれた後、

私は本当に良いデジタル一眼レフカメラを購入した

いと思いました。妻と私は、息子が成長するにつれ

て本当に素敵な息子の写真を撮りたいと思っていま

した。

　カメラを買いに行ったとき、私はすぐにニコンの

デジタル一眼レフに決めました。使い方が簡単に覚

えられ、機能も豊富だったので、選んでよかったで

す。

　私たちはこの15年ほどで何千枚もの写真を撮って

きましたが、今でもそのカメラは完璧に機能してい

ます。何年もたちましたが、ニコンのデジタル一眼

レフはまったく同じままです。

　しかし、スマートフォンのカメラはどんどん良く

なってきています。最近次男と三男の運動会に行っ

てきましたが、どちらのときもスマートフォンで素

晴らしい写真をたくさん撮りました。時々、ニコン

を箱から出して使いますが、たいていはまずスマー

トフォンのカメラを使います。

　皆さん、デジタル一眼レフカ

メラをお持ちですか？　将来的

にはほとんどの人がスマート

フォンのカメラを使うようにな

ると思いますか？
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■保険証が新しくなります（黄色→水色）

　現在ご使用の黄色の保険証の有効期限が７月31日をもって満了となるため、８月以降は

使用できなくなります。

　７月中に新しい保険証を郵送しますので、お手元に届きましたら水色の保険証をご使用

ください。

○新しい保険証の有効期限は、令和７年７月31日です。
○保険証が廃止される令和６年12月１日までは、紛失したときや、汚れたときは再交付
　しますので、健康推進課医療助成係までお申し出ください。

新しい保険証は水色です

■減額認定証（限度額適用・標準負担額減額認定証）、
　限度証（限度額適用認定証）も新しくなります（黄緑色→橙色）
　現在、ご使用の黄緑色の減額認定証及び限度証の有効期限が７月31日をもって満了とな

るため、８月以降は使用できなくなります。引き続き交付対象に該当するかたは、７月中

に減額認定証及び限度証を交付しますので、８月１日からは橙色の減額認定証及び限度証

をご使用ください。新たに必要となるかたは、次の交付要件に該当することをご確認の上、

健康推進課医療助成係へ申請してください。

　※有効期間は１年間です。

◆減額認定証の交付対象…次の区分Ⅰ、または区分Ⅱに該当するかた

区 分 Ⅱ ○世帯全員が住民税非課税で区分Ⅰに該当しないかた

区 分 Ⅰ 世帯全員が住民税非課税であるかたのうち、次のいずれかに該当するかた

○世帯全員の所得が０円のかた
　※公的年金控除は80万円を適用
　※給与所得がある場合、その金額から10万円を控除）

〇老齢福祉年金を受給されているかた

◆限度証の交付対象…次の３区分のうち、現役並みⅠ、または現役並みⅡに該当するかた

現役並みⅢ 住民税課税所得が690万円以上の被保険者と、そのかたと同一世帯にいる被
保険者のかた

現役並みⅡ 現役並みⅢに該当せず、住民税課税所得が380万円以上の被保険者と、そ
のかたと同一世帯にいる被保険者のかた

現役並みⅠ 現役並みⅢ・Ⅱに該当しない３割負担のかたと、そのかたと同一世帯にいる
被保険者のかた

新しい減額認定証及び限度証は橙色です

後期高齢者医療制度のお知らせ
～ 保険証（被保険者証）の一斉更新について ～

●問い合わせ

　①北海道後期高齢者医療広域連合

　　〒060-0062　札幌市中央区南２条西14丁目　国保会館６階　☎011-290-5601

　②健康推進課医療助成係

　　〒075-8711　芦別市北１条東１丁目３番地　☎22-2422

■７月の保険証送付時に個人番号の下４ケタをお知らせしますので確認ください

　７月中に新しい保険証をお送りしますが、その際に個人番号の下４ケタをあわせてお知らせしますので、お持ち

のマイナンバーカードや通知カードに記載の番号と相違がないか、ご確認ください。
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■子どもセンターつばさ☎24-2777　　■児童センター☎24-2774　　■家庭児童相談室☎24-2771

 

子
ど
も
◇

子
育
て

まちか ど
情報掲示板
芦別市役所

☎ 22-2111（代表）

 22-9696

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
お
知
ら
せ

■
わ
ん
ぱ
く
デ
ー

　
の
び
の
び
と
身
体
を
動
か
し

て
、
元
気
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

○
日
時
　
７
月
18
日
㈭

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

○
場
所
　
児
童
セ
ン
タ
ー
体
育
室

○
対
象
　
１
歳
～
就
学
前
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者

○
集
合
場
所
　
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
窓
口

○
持
ち
物
　
お
子
さ
ん
に
必
要
な

も
の

■
子
育
て
サ
ロ
ン

　
子
ど
も
と
親
と
地
域
の
か
た
が

集
ま
っ
て
楽
し
い
交
流
を
し
ま

し
ょ
う
。
異
年
代
と
の
楽
し
い
情

報
交
換
も
で
き
る
場
で
す
。

○
日
時
　
７
月
26
日
㈮

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

○
場
所
　
で
あ
え
ー
る
緑
幸
団
地

集
会
所

○
対
象
　
０
歳
～
就
学
前
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者

○
内
容
　
た
な
ば
た
会

○
持
ち
物
　
お
子
さ
ん
に
必
要
な

も
の

○
申
込
　
申
込
み
が
必
要
で
す

（
電
話
で
も
可
）。

●
申
込
・
詳
細
　
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
係
☎
24
‐
２
７
７
８

夏
そ
と
あ
そ
ぼ
　
森
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
ク
リ
ア
せ
よ
！

pa
rt3

  
き
み
は
い
く
つ
と
け

る
か
な
？

○
日
時
　
７
月
21
日


午
前
10
時
～
正
午

○
場
所
　
旭
ケ
丘
公
園
管
理
棟
前

○
募
集
人
数
　
親
子
５
組
15
人

（
２
組
以
上
で
開
催
）

○
参
加
費
　
１
人
５
０
０
円
（
保

険
料
等
含
む
）

○
持
ち
物
　
素
肌
が
出
な
い
服
装

・
帽
子
・
飲
み
物
・
虫
よ
け
ス
プ

レ
ー

○
申
込
締
切
　
７
月
18
日


○
申
込
方
法
　
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
よ
り
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

※so
to
A
so

b
o

は
ア
メ
リ
カ
の
環

境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「P

ro
je
c
t

W
IL

D

」
を
使
っ
て
野
生
動
物
と

そ
の
す
べ
て
の
生
き
物
を
対
象
に

気
づ
き
と
学
び
を
、
そ
し
て
次
の

行
動
に
繋
げ
る
環
境
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
詳
細
　
そ
と
あ
そ
ぼ
事
務
局
　

☎
０
８
０
‐
３
２
６
０
‐
５
９
８
５

石
川
（P

ro
je
c
t W

IL
D
 

シ
ニ
ア

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
）

乳
幼
児
の
健
康
ガ
イ
ド

○
場
所
　
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

●
申
込
・
詳
細
　
保
健
予
防
係

☎
27
‐
７
８
３
１

児
童
セ
ン
タ
ー
行
事
案
内

■
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン

○
日
時
　
７
月
13
日
㈯

午
前
10
時
～
11
時
30
分
、

午
後
１
時
30
分
～
３
時

○
対
象
　
小
学
生

○
用
意
す
る
も
の
　
飲
み
物
、
汗

ふ
き
タ
オ
ル

※
運
動
靴
を
は
い
て
き
て
く
だ
さ

い
。
雨
天
・
強
風
時
は
中
止
で

す
。

●
申
込
・
詳
細
　
児
童
セ
ン
タ
ー

☎
24
‐
２
７
７
４

夏
休
み
わ
ん
ぱ
く
ツ
ア
ー
を

実
施
し
ま
す

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
児
童
福

祉
事
業
の
一
環
と
し
て
、
ひ
と
り

親
家
庭
及
び
両
親
の
い
な
い
家
庭

を
対
象
に
「
夏
休
み
わ
ん
ぱ
く
ツ

ア
ー
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
夏
休
み
を
満
喫
す
る
た
め
に
楽

し
い
思
い
出
を
一
緒
に
作
り
ま
せ

ん
か
。

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

○
開
催
日
　
７
月
30
日
㈫

○
行
き
先
　
札
幌
市
民
防
災
セ
ン

タ
ー
、
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｙ
Ａ
白
い
恋
人

パ
ー
ク

○
そ
の
他
　
最
少
催
行
人
数
６
人

に
達
し
な
い
場
合
は
事
業
を
中
止

い
た
し
ま
す
。

●
申
込
・
詳
細
　
社
会
福
祉
協
議

会
☎
22
‐
２
１
９
４

こ
と
ば
の
相
談
会

　
こ
と
ば
の
心
配
や
遅
れ
、
吃
音

な
ど
に
関
す
る
悩
み
ご
と
に
つ
い

て
、
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

○
日
時
　
８
月
24
日
㈯
午
前
11
時

～
午
後
５
時
（
１
件
50
分
程
度
）

○
場
所
　
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
つ
ば

さ
１
階
子
ど
も
発
達
支
援
係
「
お

ひ
さ
ま
ル
ー
ム
」

○
講
師
　
尾
野
美
奈
さ
ん
（
コ
エ

ノ
バ
代
表
）

○
対
象
　
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で

の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者

○
相
談
料
　
無
料

○
申
込
締
切
　
８
月
９
日
㈮

○
そ
の
他
　
相
談
件
数
は
３
件
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
申
込
・
詳
細
　
子
ど
も
発
達
支

援
係
☎
24
‐
２
７
７
３

ひ
き
こ
も
り
家
族
交
流
会

「
虹
の
会
」

　
ひ
き
こ
も
っ
て
い
る
子
ど
も
や

兄
弟
姉
妹
が
い
て
心
配
、
同
じ
境

遇
の
家
族
と
話
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
か
た
な
ど
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　
匿
名
で
の
参
加
も
可
能
で
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

○
日
時
　
７
月
12
日
㈮

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

○
場
所
　
滝
川
市
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
「
み
ん
く
る
」

（
滝
川
市
栄
町
３
丁
目
６
番
28
号
）

○
そ
の
他
　
初
め
て
の
参
加
を
希

望
さ
れ
る
か
た
は
、
事
前
に
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
詳
細
　
滝
川
保
健
所

☎
０
１
２
５
‐
24
‐
６
２
０
１

種類
期日

（受付時間）
対象、その他

１歳6か月児
健 康 診 査 ７月22日㈪

12：30～12：50

令和4年11月28日～令和5
年1月22日生まれの幼児

３ 歳 児
健 康 審 査

令和3年5月～6月生ま
れの幼児

フ ッ 素 塗 布
（ 虫 歯 予 防 ）７月23日㈫

9：30～16：00

１歳６か月～小学校入学
前の幼児（予約制）

育 児 相 談 室
身体測定、個別相談
（予約制）

夏
場
の
食
中
毒
に
注
意
！
　
食
品
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
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■地域包括支援センター☎27-7705　　■総合福祉センター☎22-8860　　■保健福祉施設すばる☎22-1816

認
定
こ
ど
も
園
芦
別
み
ど
り

幼
稚
園
２
歳
児
親
子
教
室

ち
び
っ
こ
ラ
ン
ド
を
開
催

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
の

一
環
と
し
て「
ち
び
っ
こ
ラ
ン
ド
」

を
開
催
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
対
象
年
齢
　
２
歳
児

■
水
遊
び

○
期
日
　
７
月
３
日
㈬

※
雨
天
の
場
合
は
「
園
内
で
遊
ぼ

う
」

■
誕
生
会

○
期
日
　
７
月
12
日
㈮

※
幼
稚
園
の
「
誕
生
会
」
に
参
加

し
ま
す
。

○
時
間
　
午
前
10
時
～
11
時
15
分

○
場
所
　
芦
別
み
ど
り
幼
稚
園

〇
申
込
方
法
　
７
月
１
日
㈪
よ
り

電
話
に
て
先
着
予
約

●
申
込
・
詳
細
　
芦
別
み
ど
り
幼

稚
園
☎
22
‐
３
４
２
６
ま
た
は
芦

別
み
ど
り
幼
稚
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　　　　
北
海
道
難
病
連
中
空
知
支
部

茶
話
会
（
交
流
会
）
を
開
催

　
地
域
で
暮
ら
し
て
い
る
難
病
を

持
っ
た
か
た
と
、
そ
の
ご
家
族
や

医
療
関
係
者
、
一
般
の
か
た
を
対

象
に
し
た
茶
話
会
（
交
流
会
）
を

数
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
す
。

　
是
非
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

○
日
時
　
７
月
６
日
㈯
午
後
１
時

～
３
時
（
受
付
は
０
時
45
分
～)

○
場
所
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２

階
大
ホ
ー
ル

○
対
象
　
地
域
で
難
病
を
お
持
ち

の
当
事
者
及
び
そ
の
家
族
や
関
係

者
（
医
療
・
福
祉
・
介
護
ほ
か
）、

内
容
に
興
味
の
あ
る
か
た
。

○
参
加
費
　
無
料

○
そ
の
他
　
事
前
申
込
み
は
不
要

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
詳
細
　
北
海
道
難
病
連
中
空
知

支
部
（
山
下
）

☎
０
１
２
５
‐
23
‐
７
８
６
６

認
知
症
カ
フ
ェ
「
い
き
が
い
」

　
月
２
回
、
第
２
月
曜
日
と
第
４

金
曜
日
開
催
中
で
す
（
祝
日
や
行

事
の
日
程
と
重
な
っ
た
場
合
、
変

更
あ
り
）。

　
参
加
さ
れ
る
と
き
は
、
飲
み
物

の
持
参
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
日
時
　
７
月
８
日

、
26
日


午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

（
受
付
は
午
後
１
時
か
ら
）

○
内
容
　
手
工
芸

〇
参
加
費
　
無
料

○
定
員
　
18
人（
準
備
の
都
合
上
、

事
前
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。）

○
場
所
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
多

目
的
室

●
申
込
・
詳
細
　
社
会
福
祉
協
議

会
☎
22
‐
２
３
６
９
（
担
当
＝
池

田
）高

齢
者
の
集
い
の
場

「
い
き
が
い
さ
ろ
ん
」

　
毎
週
水
曜
日
、
開
催
中
。

　
申
込
み
な
く
自
由
に
参
加
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
７
月
17

日
の
手
工
芸
の
み
事
前
に
申
込
み

が
必
要
と
な
り
ま
す
）。

　
参
加
さ
れ
る
と
き
は
、
飲
み
物

の
持
参
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
日
時
　
毎
週
水
曜
日
（
祝
日
の

場
合
は
休
み
）

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

（
受
付
は
午
後
１
時
か
ら
）

○
定
員
　
な
し

○
内
容
　
介
護
予
防
体
操
・
ふ
ま

ね
っ
と
運
動
ほ
か

○
場
所
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
多

目
的
室

●
申
込
・
詳
細
　
社
会
福
祉
協
議

会
☎
22
‐
２
３
６
９
（
担
当
＝
荒

木
）国

民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て

■
国
民
年
金
保
険
料
は
き
ち
ん
と

納
め
ま
し
ょ
う

　
国
民
年
金
は
、
老
後
や
も
し
も

の
時
に
あ
な
た
の
大
き
な
支
え
と

な
り
ま
す
。
保
険
料
の
納
め
忘
れ

が
続
く
と
将
来
年
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
万

一
、
病
気
や
け
が
で
重
度
の
障
害

を
負
っ
た
時
に
障
害
年
金
を
受
け

取
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
後

悔
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
保
険

料
は
き
ち
ん
と
納
期
内
に
納
め
て

く
だ
さ
い
。

■
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
等
に

つ
い
て

　
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
経
済
的
に
難
し
い
場
合
は
、

未
納
の
ま
ま
に
せ
ず
「
国
民
年
金

保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
制
度
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
免
除
等
が
申
請
で
き
る
期
間

①
過
去
期
間
／
申
請
書
が
受
理
さ

れ
た
月
か
ら
２
年
１
か
月
前

（
す
で
に
保
険
料
が
納
付
済
の

月
は
除
く
）
ま
で
。

　（
令
和
４
年
６
月
分
以
降
に
免

除
申
請
を
せ
ず
、
未
納
期
間
が

あ
る
か
た
は
、
今
月
中
に
手
続

き
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。）

②
将
来
期
間
／
翌
年
６
月
（
１
月

～
６
月
に
申
請
し
た
と
き
は
、

そ
の
年
の
６
月
）
分
ま
で
。

○
注
意
点

①
令
和
６
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
の
免
除
申
請
は
７
月
か
ら
受

け
付
け
ま
す
。（
６
月
分
ま
で

免
除
を
受
け
て
い
た
か
た
で
、

７
月
以
降
も
継
続
し
て
免
除
を

希
望
す
る
場
合
は
再
度
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。）

②
全
額
免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
を

承
認
さ
れ
た
か
た
が
、
申
請
時

に
翌
年
度
以
降
も
申
請
を
行
う

こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
希
望
さ
れ

た
場
合
は
、
あ
ら
た
め
て
申
請

を
行
わ
な
く
て
も
、
継
続
し
て

申
請
が
あ
っ
た
も
の
と
し
て
審

査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
失
業
等
に
よ
る
特
例

に
よ
り
全
額
免
除
ま
た
は
納
付

猶
予
が
承
認
さ
れ
た
か
た
は
、

再
度
申
請
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

③
保
険
料
の
免
除
（
納
付
猶
予
）

を
受
け
た
場
合
、
将
来
受
け
取

る
年
金
額
は
、
保
険
料
を
全
額

納
付
し
た
場
合
よ
り
少
な
く
な

り
ま
す
が
、
将
来
受
け
取
る
年

金
額
を
増
や
す
に
は
、
追
納
制

度
を
利
用
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。（
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
後

か
ら
免
除
（
納
付
猶
予
）
期
間

分
の
保
険
料
を
納
付
（
追
納
）

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
経

過
年
数
に
応
じ
て
当
時
の
保
険

料
に
加
算
が
つ
き
ま
す
。）

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番

号
通
知
書

②
失
業
等
に
よ
る
申
請
の
場
合

は
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

の
写
し
、
ま
た
は
雇
用
保
険
被

保
険
者
離
職
票
の
写
し
等

○
申
請
先
　
市
民
年
金
係

☎
27
‐
７
３
５
７

●
詳
細
　
砂
川
年
金
事
務
所

☎
０
１
２
５
‐
52
‐
２
１
４
４

 

福
祉
◇

健
康
◇

 

高
齢
者
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砂
川
市
認
知
症
ケ
ア
向
上
推

進
事
業
「
第
18
回
市
民
健
康

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
お
知
ら
せ

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
中
空
知
・
地
域
で

認
知
症
を
支
え
る
会
の
創
立
20
周

年
を
記
念
し
て
、
若
年
認
知
症
の

人
と
家
族
の
会
空
知
ひ
ま
わ
り
等

に
よ
る
設
立
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

○
講
演
内
容
　
①
若
年
認
知
症
の

人
と
家
族
の
会（
空
知
ひ
ま
わ
り
）

設
立
に
つ
い
て
②
北
海
道
の
認
知

症
施
策
に
つ
い
て
③
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

北
海
道
若
年
認
知
症
の
人
と
家
族

の
会
（
札
幌
）
の
活
動
に
つ
い
て

○
日
時
　
８
月
３
日
㈯
午
後
１
時

30
分
～
３
時

○
場
所
　
砂
川
市
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
ゆ
う
（
砂
川
市
東
３
条
北
２

丁
目
３
‐
３
砂
川
駅
裏

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要

●
詳
細
　
砂
川
市
立
病
院
認
知
症

医
療
疾
患
セ
ン
タ
ー
（
大
辻)

☎
０
１
２
５
‐
54
‐
２
１
３
１

元
気
な
ま
ち
あ
し
べ
つ

介
護
職
員
初
任
者
研
修
を

開
催
し
ま
す

　
芦
別
慈
恵
園
で
は
、「
市
」・「
み

ん
な
で
介
護
を
考
え
る
会
」
と
連

携
し
、
市
内
事
業
所
の
専
門
職
が

講
師
を
担
当
し
、
介
護
職
員
初
任

者
研
修
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
福
祉
の
仕
事
を
目
指

す
か
た
や
興
味
の
あ
る
か
た
に
も

お
す
す
め
で
す
。

　
修
了
試
験
に
合
格
す
る
と
「
初

任
者
研
修
」
の
資
格
を
取
得
で
き

ま
す
。
一
般
の
か
た
を
は
じ
め
、

中
高
生
も
受
講
で
き
ま
す
。
市
内

在
住
、
も
し
く
は
市
内
に
通
学
・

通
勤
し
て
い
る
か
た
で
あ
れ
ば
ど

な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

○
開
講
　
８
月
２
日
㈮
～
11
月
27

日
㈬

○
受
講
方
法
　
対
面
式

○
時
間
　
午
後
４
時
～
７
時
（
基

本
は
月
・
水
・
金
曜
日
）、
実
習

は
午
前
９
時
～
午
後
４
時
で
２
日

間
（
10
月
26
日
、27
日
開
催
予
定
）

○
定
員
　
30
人

○
場
所
　
芦
別
慈
恵
園
会
議
室

○
受
講
料
　
中
高
生
＝
７
５
０
０

円
、
一
般
＝
１
万
７
５
０
０
円

※
テ
キ
ス
ト
代
含
む

○
申
込
期
間
　
７
月
１
日
㈪
～
定

員
に
な
り
次
第
締
切
り

●
申
込
・
詳
細
　
芦
別
慈
恵
園

☎
22
‐
２
５
６
６

（
担
当
＝
和
田
・
松
井
）

　　　　
納
税
相
談
の
お
知
ら
せ

　
事
情
に
よ
り
市
税
等
を
納
期
内

に
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
た

は
、
そ
の
ま
ま
に
し
な
い
で
、
納

税
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
仕
事
等
で
日
中
に
納
税

相
談
が
で
き
な
い
か
た
は
、
夜
間

納
税
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
夜
間
納
税
相
談
日

　
７
月
12
日
㈮
、
31
日
㈬

　
８
月
15
日
㈭
、
30
日
㈮

　
９
月
13
日
㈮
、
30
日
㈪

○
時
間
　
午
後
５
時
15
分
～
８
時

●
相
談
場
所
　
納
税
係

☎
22
‐
２
４
２
８

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

に
つ
い
て

　
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の
中

学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
は
、
病

気
な
ど
や
む
を
得
な
い
事
由
に

よ
っ
て
保
護
者
が
義
務
教
育
諸
学

校
に
就
学
さ
せ
る
義
務
を
猶
予
、

ま
た
は
免
除
さ
れ
た
子
等
に
対
し

て
、
中
学
校
を
卒
業
し
た
か
た
と

同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
か
ど
う

か
を
認
定
す
る
た
め
に
行
う
試
験

で
す
。

　
合
格
す
る
と
、
高
等
学
校
の
入

学
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

○
受
験
資
格
　
次
の
①
～
④
ま
で

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
た
。

①
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
で
あ
る

か
た
、
ま
た
は
就
学
義
務
猶
予

免
除
者
で
あ
っ
た
か
た
で
、
令

和
７
年
３
月
31
日
ま
で
に
満
15

歳
以
上
に
な
る
か
た

②
保
護
者
が
就
学
さ
せ
る
義
務
の

猶
予
ま
た
は
免
除
を
受
け
ず
、

か
つ
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

に
満
15
歳
に
達
す
る
か
た
で
、

そ
の
年
度
の
終
わ
り
ま
で
に
中

学
校
を
卒
業
で
き
な
い
と
見
込

ま
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を

得
な
い
事
由
が
あ
る
と
文
部
科

学
大
臣
が
認
め
た
か
た

③
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で
に
満

16
歳
以
上
に
な
る
か
た

　（
①
及
び
④
に
掲
げ
る
か
た
を

除
く
）

④
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
か
た

で
、
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

に
満
15
歳
以
上
に
な
る
か
た

○
受
付
期
間
　
７
月
１
日
㈪
～
８

月
30
日
㈮
（
消
印
有
効
）

○
試
験
日
　
10
月
17
日
㈭

○
出
願
方
法
　
受
験
案
内
を
北
海

道
教
育
委
員
会
に
請
求
し
、
受
験

案
内
に
添
付
し
て
あ
る
封
筒
を
使

用
し
次
の
書
類
を
文
部
科
学
省
あ

て
に
簡
易
書
留
で
郵
送
す
る
。

①
認
定
試
験
願
書
・
履
歴
書

②
住
民
票
ま
た
は
戸
籍
抄
本
（
本

籍
が
記
載
し
て
あ
る
も
の
）
の

写
し
１
通

　（
い
ず
れ
も
出
願
前
６
か
月
以

内
に
交
付
を
受
け
た
も
の
）

③
写
真
２
枚
（
出
願
前
６
か
月
以

内
に
撮
影
し
た
無
帽
・
正
面
上

半
身
の
も
の
）

④
市
町
村
教
育
委
員
会
の
作
成
し

た
就
学
義
務
の
猶
予
ま
た
は
免

除
を
受
け
た
旨
の
証
明
書

⑤
市
町
村
教
育
委
員
会
の
作
成
し

た
中
学
校
を
卒
業
で
き
な
い
と

見
込
ま
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の

や
む
を
得
な
い
事
由
に
関
す
る

書
類

○
受
験
案
内
請
求
　
北
海
道
教
育

委
員
会

☎
０
１
１
‐
２
０
４
‐
５
７
８
１

●
詳
細
　
文
部
科
学
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

ダ
ム
か
ら
の
放
流
時
の

お
知
ら
せ

　
ほ
く
で
ん
で
は
、
野
花
南
ダ
ム

お
よ
び
芦
別
ダ
ム
か
ら
河
川
に
放

流
す
る
場
合
、
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ

り
「
ダ
ム
か
ら
の
放
流
開
始
」
と

「
安
全
な
場
所
へ
の
移
動
」
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ダ
ム
放
流
の
お
知
ら
せ
を
聞
い

た
と
き
は
、
河
川
か
ら
速
や
か
に

離
れ
て
、
安
全
な
場
所
へ
の
移
動

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
野
花
南
発
電
所
お
よ
び

芦
別
発
電
所
で
は
、
河
川
の
水
を

使
用
し
発
電
を
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
伴
い
河
川
の
水
位
が
上
昇
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
河
川

の
近
く
に
行
か
れ
る
際
は
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

●
詳
細
　
ほ
く
で
ん
旭
川
水
力
セ

ン
タ
ー
芦
別
土
木
課

☎
22
‐
３
２
１
１

国
民
年
金
保
険
料
の
納
期
は
毎
月
で
す
。
※
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

く
ら
し
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社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

芦
別
市
民
集
会

　
犯
罪
の
な
い
明
る
い
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
に
、
市
民
集

会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
多
く
の

市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

○
日
時
　
７
月
８
日
㈪
午
後
２
時

～
４
時

○
内
容
　
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
及
び
講
演

○
場
所
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２

階
大
ホ
ー
ル

●
詳
細
　
環
境
生
活
係

☎
27
‐
７
３
６
１

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調

査
に
ご
回
答
く
だ
さ
い

　
こ
の
調
査
は
、
常
用
労
働
者
が

１
～
４
人
の
事
業
所
に
お
け
る
労

働
者
の
雇
用
、
給
与
及
び
労
働
時

間
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
、
７
月
31
日
（
給
与
締
切
日
の

定
め
が
あ
る
場
合
に
は
７
月
の
最

終
給
与
締
切
日
）
現
在
で
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
対
象
と
な
っ
た
事
業
所
に
は
、

８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
、
知
事

が
任
命
し
た
統
計
調
査
員
が
訪
問

し
ま
す
の
で
、
ご
回
答
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
の
内
容
は
、
統
計

以
外
の
目
的
に
使
用
さ
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
詳
細
　
北
海
道
総
合
政
策
部
計

画
局
統
計
課
労
働
統
計
係

☎
０
１
１
‐
２
０
４
‐
５
１
４
６

市
指
定
無
形
文
化
財

「
芦
別
獅
子
」の
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す

　
芦
別
獅
子
保
存
会
は
、
獅
子
舞

を
継
承
す
る
大
人
と
子
ど
も
（
親

子
も
大
歓
迎
）
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　
市
指
定
無
形
文
化
財
で
あ
る
芦

別
獅
子
は
、
明
治
時
代
に
富
山
県

か
ら
移
住
し
て
き
た
人
々
が
始
め

た
、
約
１
３
０
年
も
続
く
伝
統
あ

る
踊
り
で
す
。
練
習
見
学
も
大
歓

迎
で
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
か
た

は
、
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
詳
細
　
星
の
降
る
里
百
年
記
念

館
☎
24
‐
２
１
２
１

夏
の
交
通
安
全
運
動
の
実
施

～
長
距
離
は
　
ひ
と
い
き
つ
い
て

　
心
に
ゆ
と
り
と
や
さ
し
さ
を
～

　
夏
の
交
通
安
全
運
動
は
７
月
13

　
市
内
を
運
行
し
て
い
る
キ
ラ
キ

ラ
バ
ス
と
「
芦
別
・
新
城
線
」
は
、

通
院
、
通
学
、
買
い
物
な
ど
、
市

民
の
足
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
人
口
減
少
等
の
影
響
も

あ
り
、
バ
ス
利
用
者
は
減
少
傾
向

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
民
や
市
民

以
外
の
か
た
に
キ
ラ
キ
ラ
バ
ス
と

「
芦
別
・
新
城
線
」
を
ご
利
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
次
の
と
お
り

運
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
詳
細

①
キ
ラ
キ
ラ
バ
ス
＝
空
知
交
通
㈱

　
☎
22
‐
３
９
８
０

②
芦
別
・
新
城
線
＝
芦
別
ハ
イ

ヤ
ー
☎
22
‐
２
３
２
３

③
企
画
係
　
☎
27
‐
７
０
６
１

※
希
望
す
る
か
た
に
は
、
運
行

ル
ー
ト
、
時
刻
及
び
運
賃
の
詳
細

を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
企
画
係
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■キラキラバス

運行系統名 起点（発） 経由（地点） 終点（着）
便数

平日（土日祝）
運賃

（円）

本町循環線
（①コース）

芦別駅前
市立病院

あけぼの団地
芦別駅前 ３（０） 200

本町循環線
（②コース）

芦別駅前
あけぼの団地
市立病院

芦別駅前 ３（０） 200

上芦別線
（国道経由）

芦別駅前
国道38号

さつき団地 ５（４） 200　
～240さつき団地 芦別駅前 ３（４）

上芦別線
（市立病院経由）

芦別駅前
市立病院

さつき団地 ７（３） 200　
～240さつき団地 芦別駅前 ９（３）

頼城線
（国道経由）

芦別駅前
国道38号

頼城 ５（３） 200　
～380頼城 芦別駅前 ４（１）

頼城線
（市立病院経由）

芦別駅前
市立病院

頼城 ５（３） 200　
～380頼城 芦別駅前 ６（３）

芦別温泉線
芦別駅前

市立病院
芦別温泉 ４（４） 200　

～340芦別温泉 芦別駅前 ４（４）

■「芦別・新城線」※要予約

運行系統名 起点（発） 経由（地点） 終点（着）
便数

平日（土日祝）
運賃
（円）

芦別・新城線
芦別駅前 国道38号

道道旭川芦別線

新城峠 ３（３） 200　
～640新城峠 芦別駅前 ４（３）

キ
ラ
キ
ラ
バ
ス
、「
芦
別
・
新
城
線
」
の
ご
利
用
を

日
㈯
～
22
日
㈪
の
10
日
間
実
施
さ

れ
ま
す
。

○
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ

①
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
や
無
理

な
追
越
し
は
、
正
面
衝
突
や
路

外
逸
脱
事
故
な
ど
重
大
な
交
通

事
故
を
招
く
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
交
通
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り

守
り
、
安
全
運
転
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

②
車
に
乗
っ
た
ら
、
全
て
の
座
席

で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
ま

し
ょ
う
。

③
長
時
間
の
運
転
は
運
転
者
の
注

意
力
を
散
漫
に
し
、
交
通
違
反

や
居
眠
り
運
転
等
に
繋
が
り
重

大
な
交
通
事
故
を
招
く
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
長
時
間
運
転
す

る
際
は
適
宜
休
憩
し
て
、
眠
気

を
感
じ
た
ら
無
理
な
運
転
の
継

続
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
自
転
車
利
用
者
の
皆
さ
ん
へ

　
自
転
車
は
車
の
仲
間
で
あ
り
、

交
通
ル
ー
ル
、
マ
ナ
ー
を
し
っ
か

り
守
り
ま
し
ょ
う
。
自
転
車
に
乗

る
際
は
、
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

着
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
歩
行
者
の
み
な
さ
ん
へ

　
斜
め
横
断
や
、
無
理
な
横
断
は

大
変
危
険
な
行
為
と
な
り
ま
す
。

横
断
歩
道
を
利
用
し
、
信
号
を
遵

守
す
る
な
ど
、
交
通
ル
ー
ル
・
マ

ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

●
詳
細
　
芦
別
警
察
署

☎
22
‐
０
１
１
０
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「
農
業
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を

募
集
し
て
い
ま
す

　
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
農
作
業

の
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
け
る
か

た
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
農
業
に

関
心
の
あ
る
か
た
、
短
期
間
の
仕

事
に
従
事
で
き
る
か
た
、
健
康
づ

く
り
を
し
た
い
か
た
な
ど
、
い
い

汗
を
か
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
稲
作
で
は
米
の
収
穫
、
も
み
運

搬
、
畑
作
で
は
花
の
選
別
・
葉
取

り
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
収
穫
・
出
荷
、

カ
ボ
チ
ャ
、
イ
モ
、
ソ
バ
、
麦
、

百
合
根
の
収
穫
・
選
別
出
荷
な
ど

の
作
業
が
あ
り
ま
す
。

○
登
録
条
件
　
18
歳
以
上
（
高
校

生
不
可
）
で
健
康
な
か
た

※
農
作
業
未
経
験
者
の
か
た
、
男

女
と
も
可

○
申
込
方
法
等
　
希
望
す
る
日
数
、

時
間
、
賃
金
等
を
「
農
業
サ
ポ
ー

タ
ー
人
材
バ
ン
ク
」
に
登
録
し
、

サ
ポ
ー
タ
ー
を
必
要
と
す
る
農
業

者
と
交
渉
の
上
、
労
働
契
約
を
結

び
ま
す
。

○
申
込
用
紙
　
芦
別
集
落
農
業
支

援
セ
ン
タ
ー
（
事
務
局
・
市
役
所

農
政
係
内
）
に
備
え
置
い
て
い
ま

す
。ま
た
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
申
込
・
詳
細
　
芦
別
集
落
農
業

支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
局
（
農
政
係

内
）
☎
27
‐
７
８
３
８

わ
が
社
に
も
退
職
金
制
度

　「
中
退
共
」
は
中
小
企
業
の
た

め
の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。

　
掛
金
助
成
や
税
法
上
の
優
遇
が

受
け
ら
れ
、
外
部
積
立
型
な
の
で

管
理
も
簡
単
で
す
。

　
退
職
金
は
ぜ
ひ
中
退
共
に
お
ま

か
せ
く
だ
さ
い
。

●
詳
細
　
中
小
企
業
退
職
金
共
済

事
業
本
部

☎
０
３
‐
６
９
０
７
‐
１
２
３
４

　　　　
あ
し
べ
つ
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ

ブ
を
開
催
し
ま
す

　
毎
月
１
回
（
第
４
日
曜
日
予

定
）、市
内
の
様
々
な
場
所
で
自
然

体
験
活
動
を
行
う
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク

ラ
ブ
。

　
７
月
は
「
月
見
沢
の
滝
を
目
指

し
て
沢
登
り
」
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
！

○
日
時
　
７
月
28
日
㈰

午
前
９
時
～
正
午

○
場
所
　
林
業
セ
ン
タ
ー
に
午
前

９
時
に
集
合
し
て
か
ら
移
動

○
内
容
　
月
見
沢
の
滝
を
目
指
し

て
沢
登
り
（
難
易
度
Ｍ
Ａ
Ｘ
★
★

★
★
★
）

○
定
員
　
２
組
４
人
（
申
込
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

○
対
象
　
18
歳
以
上
（
体
力
に
自

信
の
あ
る
か
た
）

○
参
加
費
　
５
０
０
円
（
保
険
料

等
を
含
む
）

○
講
師
　
新
村
充
さ
ん
（
木
育
マ

イ
ス
タ
ー
）

○
用
意
す
る
も
の
　
ヘ
ル
メ
ッ
ト

（
あ
れ
ば
）、
沢
登
り
専
用
ウ
ェ
ア

ま
た
は
ウ
ェ
ー
ダ
ー
、
沢
登
り
専

用
靴
（
フ
ェ
ル
ト
か
専
用
ラ
バ
ー

を
使
用
）、手
袋
、着
替
え
、帽
子
、

虫
よ
け
、
飲
み
物

○
申
込
締
切
　
７
月
17
日
㈬

○
申
込
方
法
　
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
ま
た
は
市
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

●
詳
細
　
林
業
振
興
協
議
会
事
務

局
（
新
村
）

☎
０
９
０
‐
５
８
１
４
‐
５
６
０
９

５
月
分

教
育
委
員
会
だ
よ
り

○
報
告
事
項
　
①
芦
別
市
に
お
け

る
今
後
の
児
童
生
徒
数
の
推
移
に

つ
い
て
②
令
和
６
年
度
公
立
高
等

学
校
空
知
北
学
区
の
入
学
者
等
の

状
況
に
つ
い
て
③
芦
別
市
教
育
支

援
委
員
会
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

④
芦
別
市
学
校
運
営
協
議
会
委
員

の
委
嘱
に
つ
い
て
⑤
芦
別
市
い
じ

め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
委
員
の

市内の農地の賃借料

　令和５年１月～12月までに締結（公告）された賃貸借に

おける賃借料水準（10a当たり）は、以下のとおりです。  

■田（水稲）の部

締結（公告）
された地域名

平均額 最高額 最低額
データ数
（筆数）

市全域 7,354円 14,000円 2,600円 219

参考：各地区毎

新城町 3,905円 8,000円 3,000円 21

黄金町・豊岡町 6,893円 10,000円 3,000円 56

常磐町・福住町 12,950円 14,000円 7,000円 40

旭町 7,316円 8,000円 7,000円 19

川岸・芦別 5,617円 7,000円 2,700円 6

野花南町 7,442円 11,000円 2,600円 77

■普通畑の部

締結（公告）
された地域名

平均額 最高額 最低額
データ数
（筆数）

市全域 1,899円 3,000円 980円 51

※賃借料水準（10a当たり）は、公簿面積を使用し算出しています。

●詳細　農業委員会☎27-7617

寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
■
図
書
館
整
備
費
に

　
▽
匿
名
…
…
…
…
…
25
万
円

解
嘱
及
び
委
嘱
に
つ
い
て
⑥
芦
別

市
部
活
動
改
革
検
討
協
議
会
委
員

の
解
嘱
及
び
委
嘱
に
つ
い
て
⑦
芦

別
市
社
会
教
育
委
員
の
解
嘱
及
び

委
嘱
に
つ
い
て
⑧
芦
別
市
文
化
財

保
護
審
議
会
委
員
の
委
嘱
に
つ
い

て
（
以
上
①
～
⑧
に
つ
い
て
報
告

済
み
）

○
協
議
事
項
　
①
芦
別
市
立
学
校

の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学

校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
②
芦
別
市
就

学
援
助
費
支
給
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

③
芦
別
市
立
学
校
教
職
員
服
務
規

程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
に
つ

い
て
④
芦
別
市
立
学
校
に
お
け
る

部
活
動
の
在
り
方
に
関
す
る
方
針

の
改
定
に
つ
い
て
⑤
令
和
６
年
度

教
育
費
予
算
の
補
正
見
積
り
に
つ

い
て
⑥
芦
別
市
立
図
書
館
協
議
会

委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て
⑦
令
和
６

年
度
芦
別
市
奨
学
生
の
選
定
に
つ

い
て
（
以
上
①
～
⑦
に
つ
い
て
原

案
ど
お
り
決
定
）

 

学
び
の
ひ
ろ
ば
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平日 10：00～16：00（12：00～13：00を除く）

※掲載の時間や相談方法等は予告なく変更する場合がございます。

0125-22-8373

☎011-281-8686

面談
電話完全無料

電話で相談
気 軽 に ハロー弁護士相談 月～金曜日10：00～16：00（祝日・年末年始は除く）

1回15分
相談無料

相談予約
ダイヤル

子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
習
会

○
期
日
　
７
月
31
日
㈬
〜
８
月
２

日
㈮

○
場
所
　
国
立
大
雪
青
少
年
交
流

の
家
（
美
瑛
町
）
ほ
か

○
内
容
　
宿
泊
研
修

○
対
象
　
小
学
４
年
〜
６
年
生
、

中
学
１
年
〜
３
年
生

○
定
員
　
小
学
生
18
人
、
中
学
生

10
人

●
申
込
・
詳
細
　
生
涯
学
習
係

☎
22
‐
３
１
１
０

　　　　
芦
別
市
職
員
採
用
試
験
の

ご
案
内

■
一
般
職
（
車
両
整
備
管
理
兼
運

　

転
手
）

■
技
術
職
（
土
木
）

■
資
格
免
許
職
（
保
育
士
、
社
会

　

福
祉
士
）

○
採
用
年
月
日
　
10
月
１
日

○
採
用
区
分
　
社
会
人
（
学
校
教

育
法
に
よ
る
高
等
学
校
以
上
の
学

校
を
卒
業
済
み
で
あ
る
こ
と
）

○
一
次
試
験
日
　
７
月
28
日
㈰

○
二
次
試
験
日
　
８
月
21
日
㈬
予

定
　
※
申
込
状
況
等
に
よ
り
変
更

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
受
付
期
限
　
７
月
17
日
㈬
（
必

着
）

○
提
出
先
　
市
役
所
総
務
部
総
務

防
災
課
職
員
係

（
〒
０
７
５
‐
８
７
１
１
　
芦
別
市

北
１
条
東
１
丁
目
３
番
地
）

※
受
験
資
格
、
試
験
内
容
、
提
出

書
類
等
の
詳
細
は
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ「
芦
別
市
職
員
採
用
案
内
」

の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
も
ア
ク
セ

ス
で
き
ま
す
。

h
ttp

s://a
sh

ib
e
tsu

.h
o
k
k
a
i

d
o
.jp

/d
o
c
s/4

1
5
5
8
6
.h
tm

l 
芦別市職員

採用情報は

コチラから➡

会
計
年
度
任
用
職
員

保
育
士
を
募
集

■
職
種
及
び
人
数

　
保
育
士
　
若
干
名

○
勤
務
場
所
　
つ
ば
さ
保
育
園

○
業
務
内
容
　
つ
ば
さ
保
育
園
保

育
士
業
務

○
勤
務
時
間
等
　
月
～
土
曜
日
の

午
前
７
時
30
分
～
午
後
６
時
30
分

の
間
の
７
時
間
30
分
、
週
５
日
の

シ
フ
ト
制
ま
た
は
日
々
雇
用

○
賃
金
　
月
給
（
週
５
日
勤
務
）

17
万
７
２
９
０
円
～
、時
給（
日
々

雇
用
）
１
１
７
２
円
～

○
応
募
期
限
　
随
時
受
付

○
応
募
方
法
　
会
計
年
度
任
用
職

員
登
録
申
込
書
を
職
員
係
に
て
取

得
、
ま
た
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
う
え
、

必
要
事
項
を
記
載
し
て
職
員
係
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
そ
の
他
　
諸
手
当
や
社
会
保
険

に
つ
い
て
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
詳
細
　
つ
ば
さ
保
育
園

☎
24
‐
２
７
７
２

職
員
及
び
会
計
年
度
任
用
職

員
を
募
集
し
ま
す

看
護
師
（
夜
間
）
急
募
！

■
職
員
の
職
種
及
び
人
数

・
看
護
師
　
　
　
　
　
　
若
干
名

・
准
看
護
師
　
　
　
　
　
若
干
名

・
薬
剤
師
　
　
　
　
　
　
　
１
人

・
医
事
事
務
　
　
　
　
　
若
干
名

■
会
計
年
度
任
用
職
員
の
職
種
及

び
人
数

・
看
護
師
（
夜
間
）
　
　
若
干
名

・
看
護
師
　
　
　
　
　
　
若
干
名

・
准
看
護
師
　
　
　
　
　
若
干
名

・
介
護
福
祉
士
（
病
棟
）
若
干
名

・
看
護
助
手
（
病
棟
）
　
若
干
名

・
管
理
栄
養
士
　
　
　
　
若
干
名

・
減
菌
技
師
（
士
）
　
　
若
干
名

・
事
務
補
助
　
　
　
　
　
若
干
名

・
医
局
事
務
補
助
（
医
局
清
掃
含

　
む
）
　
　
　
　
　
　
　
　
１
人

○
応
募
方
法
　
登
録
申
込
書
を
市

立
芦
別
病
院
総
務
係
に
提
出

○
資
格
要
件
等
　
詳
細
は
お
問
い

災
害
に
出
動
し
活
躍
し
て
い
ま

す
。
消
防
団
員
の
処
遇
に
つ
い
て

は
、
年
額
報
酬
が
支
給
さ
れ
、
災

害
活
動
や
訓
練
に
出
動
し
た
際
に

は
出
動
報
酬
及
び
費
用
弁
償
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
そ
の
他
、
公
務
災

害
補
償
、
被
服
の
貸
与
、
退
職
報

償
金
（
５
年
以
上
勤
続
）、
各
種

表
彰
制
度
等
が
あ
り
ま
す
。

　
地
域
住
民
の
安
全
・
安
心
の
た

め
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る

消
防
団
に
興
味
・
関
心
の
あ
る
か

た
は
、
芦
別
消
防
署
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
詳
細
　
芦
別
消
防
署
庶
務
係

☎
22
‐
３
１
０
６

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
市
立
芦
別
病

院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

○
募
集
期
限
　
毎
月
月
末

※
随
時
採
用
の
た
め
募
集
が
終
了

し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
応
募
・
詳
細
　
市
立
芦
別
病
院

総
務
係
☎
22
‐
２
７
０
１

メ
ー
ル
＝b

yso
u
m
u
@
c
ity.a

sh
i

b
e
tsu

.h
o
k
k
a
id
o
.jp

市立芦別病院
職員及び会計
年度職員の
募集情報は
コチラから
➡

芦
別
消
防
団
員
を
募
集

し
て
い
ま
す

　
芦
別
消
防
団
で
は
、
各
地
域
で

活
躍
す
る
消
防
団
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
年
齢
満
18
歳
以
上
で
、
本
市
に

居
住
さ
れ
て
い
る
心
身
と
も
に
健

康
な
か
た
で
あ
れ
ば
性
別
を
問
わ

ず
入
団
で
き
ま
す
（
高
等
学
校
在

学
中
の
か
た
は
入
団
で
き
ま
せ

ん
）。

　
消
防
団
員
は
、「
自
ら
の
地
域

は
自
ら
で
守
る
」
と
い
う
郷
土
愛

の
精
神
に
基
づ
き
、
地
域
の
防
災

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
幅
広
い
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
消
火
活
動
は
も

と
よ
り
、
地
震
、
風
水
害
、
行
方

不
明
者
の
捜
索
等
、
さ
ま
ざ
ま
な

 

募
集
◇

試
験
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保
健
福
祉
施
設
す
ば
る
職
員

を
募
集
し
ま
す

■
採
用
職
種　

正
規
介
護
職
員

■
採
用
職
種　

嘱
託
介
護
職
員

■
採
用
職
種　

臨
時
介
護
職
員

〇
資
格
要
件
等
　
詳
細
は
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い

〇
選
考
方
法
　
個
別
面
接
試
験

■
採
用
職
種　

支
援
相
談
員

〇
資
格
要
件
等
　
社
会
福
祉
士
ま

た
は
社
会
福
祉
主
事
の
資
格
を
有

す
る
か
た
で
採
用
日
現
在
60
歳
以

下
の
か
た

〇
勤
務
形
態
　
１
か
月
単
位
の
シ

フ
ト
制

〇
選
考
方
法
　
個
別
面
接
試
験

〇
給
料
　
給
与
規
程
に
基
づ
き
支

給
（
前
歴
換
算
あ
り
）

●
詳
細
　
社
会
福
祉
事
業
団

（
〒
０
７
５
‐
０
０
４
１
　
本
町
14

番
地
）
☎
22
‐
１
８
１
６

（
担
当
＝
櫻
田
）
メ
ー
ル
＝

so
u
m
u
-4
@
ro

u
k
e
n
-su

b
a
ru

.jp

自
衛
官
を
募
集

　
防
衛
省
は
、
令
和
６
年
度
の
航

空
学
生
、
一
般
曹
候
補
生
、
自
衛

官
候
補
生
の
募
集
を
し
ま
す
。

■
航
空
学
生
（
海
上
・
航
空
）

○
資
格

①
令
和
７
年
４
月
１
日
現
在
、
高

等
学
校
卒
業
（
見
込
み
含
む
）

ま
た
は
高
等
専
門
学
校
３
年
次

修
了
者
（
見
込
み
含
む
）

②
航
空
自
衛
隊
は
18
歳
以
上
24
歳

未
満
の
か
た

③
海
上
自
衛
隊
は
18
歳
以
上
23
歳

未
満
の
か
た

○
試
験
日

１
次
＝
９
月
16
日
㈪

２
次
＝
10
月
12
日
㈯
～
17
日
㈭
の

　
う
ち
指
定
す
る
１
日

３
次（
海
）＝
11
月
15
日
㈮
～
12
月

　
11
日
㈬
の
う
ち
指
定
す
る
日

３
次（
空
）＝
11
月
９
日
㈯
～
12
月

　
12
日
㈭
の
う
ち
指
定
す
る
日

○
受
付
期
間
　
７
月
１
日
㈪
～
９

月
５
日
㈭

■
一
般
曹
候
補
生

○
資
格
　
令
和
７
年
４
月
１
日
現

在
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
か
た

※
32
歳
の
か
た
は
、
採
用
予
定
月

の
末
日
現
在
、
33
歳
に
達
し
て
い

な
い
か
た

○
試
験
日

１
次
＝
９
月
14
日
㈯
～
22
日
㈰
の

　
う
ち
指
定
す
る
１
日

２
次
＝
10
月
18
日
㈮
～
22
日
㈫
の

　
う
ち
指
定
す
る
１
日

○
受
付
期
間
　
７
月
１
日
㈪
～
９

月
３
日
㈫

■
自
衛
官
候
補
生

○
資
格
　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の

か
た
。
現
在
32
歳
の
か
た
は
生
年

月
日
に
よ
り
応
募
の
可
否
が
変
わ

り
ま
す
。

○
試
験
日

第
２
回
＝
８
月
23
日
㈮
～
25
日
㈰ 

　
の
う
ち
指
定
す
る
１
日

第
３
回
＝
９
月
20
日
㈮
～
26
日
㈭

　
の
う
ち
指
定
す
る
１
日

※
23
日
㈪
は
滝
川
駐
屯
地
で
実
施

○
受
付
期
間
　
年
間
を
通
じ
て
行

っ
て
い
ま
す
。

第
２
回
締
切
＝
８
月
７
日
㈬

第
３
回
締
切
＝
９
月
３
日
㈫

○
そ
の
他
　
日
程
が
変
更
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
://w

w
w
.m

o
d
.g
o
.jp

/

p
co/sa

p
p
oro

）
で
ご
確
認
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
詳
細
　
自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力

本
部
滝
川
地
域
事
務
所

☎
０
１
２
５
‐
22
‐
２
１
４
０

住
宅
の
入
居
者
を
募
集

■
公
営
住
宅

○
受
付
期
間
　
７
月
１
日
㈪
～
10

日
㈬
午
後
５
時
ま
で
、
土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く

○
入
居
日
　
８
月
１
日
㈭

○
そ
の
他

①
応
募
資
格
な
ど
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
応
募
が
公
募
戸

数
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
に
な

り
ま
す
。

　
　
な
お
、
諸
事
情
に
よ
り
公
募

戸
数
の
増
減
や
公
募
を
中
止
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

②
そ
の
他
の
団
地
で
は
、
随
時
募

集
を
し
て
い
る
住
宅
も
あ
り
ま

す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
特
定
公
共
賃
貸
住
宅　

渓
水
団

地
（
勤
労
者
向
け
単
身
者
住
宅
）

○
所
在
地
・
規
格
　
北
４
条
西
４

丁
目
１
番
地
・
１
Ｄ
Ｋ

○
家
賃
　
３
万
２
０
０
０
円

○
受
付
期
間
　
随
時
　
※
土
・
日

曜
日
、
年
末
年
始
・
祝
日
を
除
く

○
入
居
日
　
随
時

○
そ
の
他

①
単
身
者
で
18
歳
以
上
45
歳
以
下

の
か
た
（
満
46
歳
に
な
っ
た
場

合
や
同
居
者
が
生
じ
た
場
合
は

退
去
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

②
応
募
条
件
な
ど
が
あ
り
ま
す
の

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

③
応
募
者
数
が
募
集
戸
数
を
超
え

る
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

●
申
込
・
詳
細
　
芦
別
市
営
住
宅

管
理
セ
ン
タ
ー
☎
27
‐
７
２
５
０

月
～
金
曜
日
（
年
末
年
始
・
祝
日

を
除
く
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後

６
時

団地名 所在地 規格 戸数
家賃

（参考）

あけぼの
団地4号棟

北６条西４
丁目１番地

２ＬＤＫ 
（単身者可）

１
18,800円
～37,000円

緑ヶ丘団地
３号棟

本町
38番地

１ＬＤＫ １
15,700円
～30,900円

さ
つ
き
団
地

６号棟

上芦別町
215番地

２ＤＫ 
（単身者可）

１
13,900円
～27,400円

７号棟
２ＬＤＫ 

（単身者可）
１

17,100円
～33,700円

９号棟
２ＤＫ 

（単身者可）
１

14,100円
～27,600円
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第
４
回

危
険
物
取
扱
者
試
験

○
試
験
日
　
９
月
８
日
㈰

○
試
験
地
　
①
甲
種
、
乙
種
（
第

１
～
６
類
）、丙
種
＝
札
幌
市
②
乙

種
（
第
１
～
６
類
）、丙
種
＝
岩
見

沢
市
ほ
か

○
願
書
受
付
期
間
　
①
書
面
申
請

＝
７
月
29
日
㈪
～
８
月
５
日
㈪

②
電
子
申
請
＝
７
月
29
日
㈪
～
８

月
５
日
㈪

※
試
験
地
等
、
最
新
の
情
報
を
消

防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
申
請
書
・
詳
細
　
芦
別
消
防
署

保
安
係
☎
22
‐
３
１
０
６

令
和
７
年
度

滝
川
地
区
広
域
消
防
事
務

組
合
職
員
を
募
集
し
ま
す

■
採
用
職
種
及
び
採
用
予
定
人
数

　

消
防
職　

若
干
名

○
採
用
予
定
日
　
令
和
７
年
４
月

１
日

○
受
験
資
格
　
①
平
成
18
年
４
月

２
日
～
平
成
19
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
か
た
で
、
最
終
学
歴

が
高
等
学
校
卒
業
見
込
み
の
か

た
、
平
成
13
年
４
月
２
日
～
平
成

16
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

か
た
で
、
救
急
救
命
士
資
格
取
得

（
見
込
み
も
含
む
）の
か
た
②
普
通

自
動
車
運
転
免
許
（
Ａ
Ｔ
限
定
不

可
）
を
取
得
（
見
込
み
も
含
む
）

の
か
た

○
身
体
条
件
　
①
視
力
＝
両
眼
と

も
０
・
６
以
上
、
ま
た
は
矯
正
視

力
１
・
０
以
上
②
聴
力
＝
左
右
と

も
正
常
③
そ
の
他
＝
身
体
に
職
務

遂
行
上
支
障
が
な
い
こ
と

○
第
一
次
試
験
　
①
日
時
＝
９
月

22
日
㈰
午
前
９
時
受
付
②
会
場
＝

別
途
受
験
者
に
通
知
③
試
験
内
容

＝
教
養
試
験
、
適
性
検
査
、
面
接

試
験

○
第
二
次
試
験
　
①
日
時
＝
10
月

中
旬
予
定
②
試
験
内
容
＝
体
力
検

査
、
身
体
検
査
、
面
接
試
験
③
合

否
通
知
＝
10
月
下
旬
予
定

○
受
験
の
で
き
な
い
か
た
　
①
日

本
国
籍
を
有
し
て
い
な
い
か
た

②
地
方
公
務
員
法
第
16
条
（
欠
格

条
項
）
に
該
当
す
る
か
た

○
願
書
等
の
書
類
　
①
滝
川
地
区

広
域
消
防
事
務
組
合
が
交
付
す
る

願
書
及
び
履
歴
書
②
最
終
学
校
の

卒
業
（
見
込
み
）
証
明
書
及
び
成

績
証
明
書
（
ま
た
は
単
位
取
得
証

明
書
）
③
資
格
（
自
動
車
運
転
免

許
証
を
含
む
）
を
取
得
し
た
も
の

が
あ
れ
ば
そ
の
証
明
書
（
写
し
）

④
郵
便
は
が
き
１
枚
（
受
験
者
の

住
所
、
氏
名
を
記
載
し
た
も
の
）

⑤
願
書
等
を
郵
送
で
請
求
す
る
場

合
は
、
返
信
用
封
筒
（
宛
先
を
記

入
し
た
も
の
）
に
郵
便
切
手
１
２

０
円
を
貼
付
し
た
封
筒
を
同
封
し

て
請
求
す
る
。

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

○
願
書
受
付
期
間
　
７
月
18
日
㈭

～
８
月
６
日
㈫
必
着
、
持
参
の
場

合
は
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
ま
で
受
け
付
け

○
給
料
月
額
　
①
高
校
卒
業
程
度

＝
17
万
９
０
０
円
②
短
大
卒
業
程

度
＝
18
万
４
６
０
０
円
③
大
学
卒

業
程
度
＝
20
万
２
４
０
０
円

※
令
和
６
年
４
月
１
日
現
在

●
願
書
提
出
・
詳
細
　
滝
川
地
区

広
域
消
防
事
務
組
合
消
防
本
部
総

務
課
　
〒
０
７
３
‐
０
０
１
４

滝
川
市
文
京
町
４
丁
目
１
番
５
号

☎
０
１
２
５
‐
23
‐
０
１
１
９

北
海
道
警
察
官
募
集
中

 

「
知
ら
な
か
っ
た
や
り
が
い
が
こ

こ
に
あ
っ
た
」

○
採
用
予
定
人
数
　
２
５
０
人
程

度
①
男
性
Ａ
区
分
＝
40
人
程
度
、

男
性
Ｂ
区
分
＝
１
４
０
人
程
度

②
女
性
Ａ
区
分
＝
20
人
程
度
、
女

性
Ｂ
区
分
＝
50
人
程
度

○
受
験
資
格
　
Ａ
区
分
＝
学
校
教

育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学
を

除
く
。）
等
を
卒
業
し
た
か
た
（
令

和
７
年
３
月
末
日
ま
で
に
卒
業
見

込
み
の
か
た
を
含
む
。）

※
高
度
専
門
士
の
称
号
を
取
得
ま

た
は
令
和
７
年
３
月
末
日
ま
で
に

取
得
見
込
み
の
か
た
を
含
む
。

Ｂ
区
分
＝
Ａ
区
分
以
外
の
か
た

○
年
齢
　
平
成
４
年
４
月
２
日
～

平
成
19
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

芦別市学校給食センター運営委員会委員を再募集

職務内容
学校給食用物資の購入、献立及び調理方法並びに給食費の
決定及び徴収方法など、給食センターの運営について、芦
別市教育委員会の諮問に応じ、意見を述べていただきます。

募集人数 ２人（委員総数10人以内）

応募資格

①市内小中学校に在学中の児童・生徒の保護者で学校給食
に関心のあるかた②市内に居住、または在勤、在学のかた
③応募日現在、本市の他の審議会などの委員を３つ以上兼
ねていないかた④応募日現在、本市の職員でないかた

任 期 委嘱された日から令和８年５月31日まで

応募方法

所定の応募用紙に必要事項を記入の上、持参か郵送、また
は電子メールで学校給食センター管理係へ提出。電話及び
口頭での受け付けはしません。※応募用紙が必要なかたは、
市公式ホームページからダウンロードできます。
○住所／学校給食センター管理係
　〒075-0041　芦別市本町43番地
○電子メール／ gkanri2@city.ashibetsu.hokkaido.jp

募集期限 ７月31日㈬

選考方法 選考委員会が書類選考により決定し、後日、本人に通知します。

報酬など 条例に基づく報酬と交通費を支給します。

会議の開催
学校給食費の改定など特別な協議案件がない限り、年２回
平日の日中、２時間程度を予定

●詳細　学校給食センター管理係☎22-4418

れ
た
か
た
（
令
和
７
年
４
月
１
日

現
在
で
18
歳
以
上
33
歳
未
満)

○
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
　
①
「
知

ら
な
か
っ
た
や
り
が
い
が
こ
こ
に

あ
り
ま
す
」
警
察
官
の
仕
事
は
交

番
勤
務
や
犯
罪
捜
査
、防
犯
活
動
、

交
通
指
導
取
締
、
災
害
救
助
等
多

岐
に
渡
り
ま
す
。
特
技
や
資
格
が

あ
る
か
た
は
も
ち
ろ
ん
、
ど
ん
な

か
た
で
も
自
身
の
個
性
を
い
か
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
ま
で
知
ら

な
か
っ
た
や
り
が
い
に
出
会
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
②
「
仕
事
も
私
生

活
も
充
実
さ
せ
た
い
、
そ
の
思
い

を
か
な
え
ま
す
」
北
海
道
警
察
は

仕
事
の
や
り
が
い
は
も
ち
ろ
ん
、

私
生
活
の
充
実
も
大
切
に
す
る
組

織
で
す
。
休
暇
や
給
料
、
育
児
や

介
護
と
の
両
立
等
、
私
生
活
も
充

実
さ
せ
た
い
か
た
に
と
っ
て
魅
力

あ
ふ
れ
る
組
織
で
す
。
③
芦
別
警

察
署
で
受
験
案
内
配
布
中
。
芦
別

警
察
署
で
は
希
望
者
に
対
し
て
受

験
案
内
等
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

少
し
で
も
警
察
に
興
味
の
あ
る
か

た
は
芦
別
警
察
署
ま
で
ご
連
絡
願

い
ま
す
。

●
詳
細
　
芦
別
警
察
署

☎
22
‐
０
１
１
０
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健康のひろば

　ケアラーとは、こころやからだに不調のあるご家

族の介護、看護、療育、お世話、気づかいなどをし

ているかたをいい、そのうち18歳未満のかたをヤ

ングケアラーといいます。

　ケアラーの中には悩みなどがあってもどこに相談

してよいか分からなかったり、さまざまな理由や事

情により相談できず頑張りすぎてしまったりする場

合があります。

　今、これを読んでくださっているみなさんの中に

も、そういったご経験をしてきたかたや、今まさに

悩んでいるかたもいるかもしれません。

　ケアをするかた、受けるかた、両方ともが尊重され

孤立することなく健康で心豊かな生活を営むことが

できるよう、社会全体で支えていくことが大切です。

　市では、ケアラー支援推進の一環としてヤングケ

アラーに関する実態調査を実施しました。調査結果

は市公式ホームページ内の『ケアラー（介護者）支

援について』に掲載しています。

　
熱
中
症
で
体
温
が
上
昇
す
る
と
、
体
の
脳
や
筋
肉
等
の
細
胞
が
壊
れ
て
し
ま

い
ま
す
。

　
ゆ
で
卵
が
生
卵
に
戻
ら
な
い
の
と
同
じ
で
、
壊
れ
て
変
性
し
た
体
の
細
胞
は

元
に
は
も
ど
り
ま
せ
ん
。

　
脱
水
は
、
体
か
ら
熱
を
逃
が
す
働
き
が
弱
ま
り
、
体
温
を
上
昇
さ
せ
ま
す
。

　
喉
が
渇
く
前
に
水
分
補
給
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
規
則
正
し
い
食
事

　
食
事
に
は
約
１
０
０
０
㎖
の
水
分
や
塩
分
等
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

■
１
日
８
回
を
目
安
に
こ
ま
め
な
水
分
補
給
を

　
１
回
１
５
０
㎖
を
①
起
床
時
②
朝
食
時
③
10
時
頃
④
昼
食
時
⑤
15
時
頃
⑥
夕

食
時
⑦
入
浴
前
後
⑧
就
寝
前
に
と
り
ま
し
ょ
う
。

　
芦
別
消
防
署
で
は
、
令
和
５
年
度
熱
中
症
搬
送
者
27
名
（
男
性
10
名
、
女
性

17
名
）
の
う
ち
７
割
が
高
齢
者
で
し
た
。

【
健
康
ひ
と
口
メ
モ
】

　

熱
中
症
か
ら
命
を
守
る 

〜
ゆ
で
卵
は
生
卵
に
戻
ら
な
い
〜

みんなで、支え合おう。～ケアラーについてのおはなし～

☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★

　鮭には、ビタミンＤやＥが多く含

まれており、油と一緒に摂取するこ

とで効率よく吸収されます。

　そのため揚げる、焼くといった調

理方法がおすすめです。他には青魚

のイメージが強いＤＨＡやＥＰＡも

含まれています。

▼材料　１人分………………………

・鮭１切れ・塩コショウ少 ・々小麦粉、

片栗粉各大さじ1・油適量・シメジ

１/ ５パック・調味液（しょうゆ小

さじ２、砂糖大さじ２、酢大さじ１、

塩小さじ１/ ３、水大さじ４）

☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★

☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★

▼作り方………………………………

①シメジは石づきをとり、バラバラ

にして油で炒め、半分量の調味液に

漬ける。

②鮭に塩コショウをする。

③袋に小麦粉と片栗粉を入れて混ぜ

合わせ、❷の鮭にまぶす。

④フライパンに油を１㎝程度ひき、

揚げ焼きにする。

⑤残りの調味液をバットに入れて火

が通った❹を浸す。

⑥鮭、シメジの順に盛り付けする。

☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★

１人分のカロリー【135Kcal】

栄
養
士
さ
ん
お
す
す
め

健
康
レ
シ
ピ

提供：芦別慈恵園

鮭の揚げ浸し

高齢者や子どもは、脱水になりやすいので、
　　　　周りの方も気にかけましょう。

　本ページでは相談窓口等も掲載して

おりますので、ご覧ください。高齢者

の介護や健康に関する相談は、地域包

括支援係（☎27-7705）まで。
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広
報 

星
の
降
る
里 

あ
し
べ
つ
　
　
令
和
６
年
７
月
１
日
発
行
通
巻
９
２
１
号

編
集
・
発
行
／
芦
別
市
総
務
部
企
画
政
策
課

〒
０
７
５
‐
８
７
１
１ 

北
海
道
芦
別
市
北
１
条
東
１
丁
目
３
番
地

☎
０
１
２
４
‐
27
‐
７
０
６
５　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
１
２
４
‐
22
‐
９
６
９
６

芦
別
市
は
、
環
境
保
全
に
関
す
る
普
及
啓
発
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
、
エ
コ
マ
ー
ク
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
広
報
紙
は

道
産
間
伐
材
を
原
料
と
し
た
印
刷
用
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

人
口
・
世
帯

令和６年６月１日現在の人口
カッコ内は前月比

人口 11,407人　（－13人）

男性 5,243人　（－５人）

女性 6,164人　（－８人）

世帯数 6,799世帯（－１世帯）
芦別市公式ＬＩＮＥ 芦別市防災Ｘ（旧Twitter）

７月………………………………………………………… July
1 月

2 火

3 水
ちびっこランド（10：00～11：15）芦別みどり幼稚園
高齢者の集いの場「いきがいさろん」介護予防体操
　（13：30～14：30）総合福祉センター多目的室

4 木

5 金
ウエイトトレーニング教室（18：30～20：30）
　油谷体育館トレーニングセンター

6 土
割り箸で作ろう！楽しいマジックハンド
　（10：00～11：30）　児童センター

7 日

8 月

認知症カフェ「いきがい」手工芸（要予約）
　（13：30～14：30）総合福祉センター多目的室
社会を明るくする運動芦別市民集会
　（14：00～16：00）総合福祉センター２階大ホール

9 火

10 水
高齢者の集いの場「いきがいさろん」ふまねっと運動
　（13：30～14：30）総合福祉センター多目的室

11 木

12 金

ちびっこランド（10：00～11：15）芦別みどり幼稚園
夜間納税相談（17：15～20：00）市役所納税係
ウエイトトレーニング教室（18：30～20：30）
　油谷体育館トレーニングセンター

13 土
スラックライン（10：00～11：30、13：30～15：00）
　児童センター

14 日

15 月 海の日

16 火

17 水
高齢者の集いの場「いきがいさろん」手工芸（要予約）
　（13：30～14：30）総合福祉センター多目的室

18 木 わんぱくデー（10：30～11：30）児童センター体育室

19 金
ウエイトトレーニング教室（18：30～20：30）
　油谷体育館トレーニングセンター

20 土
第52回星の降る里・芦別健夏まつり（～21日）
健夏山笠行事（17：00～）駅前通ほか

21 日 健夏おどり（15：00～）駅前通ほか

22 月

23 火

24 水
高齢者の集いの場「いきがいさろん」ボッチャ体験
　（13：30～14：30）総合福祉センター多目的室

25 木 行政相談（8：30～12：00）市役所市民相談室

26 金

子育てサロン（10：30～11：30）
　であえーる緑幸団地集会所
認知症カフェ「いきがい」手工芸（要予約）
　（13：30～14：30）総合福祉センター多目的室
ウエイトトレーニング教室（18：30～20：30）
　油谷体育館トレーニングセンター

27 土

芦別市公式YouTube

28 日

29 月

30 火

31 水

子ども会リーダー養成講習会（～８月２日）
　国立大雪青少年交流の家ほか
高齢者の集いの場「いきがいさろん」介護予防体操
　（13：30～14：30）総合福祉センター多目的室
夜間納税相談（17：15～20：00）市役所納税係

８月……………………………………………………… August
1 木

2 金
ウエイトトレーニング教室（18：30～20：30）
　油谷体育館トレーニングセンター

3 土
キラキラ☆フェスタあしべつ2024
　（17：00～21：00）国設芦別スキー場特設会場

4 日

5 月

6 火
2024 日本プロ野球ＯＢクラブベースボールサマー
キャンプ i n 芦別（～８日）市民球場

7 水
高齢者集いの場「いきがいさろん」介護予防体操
　（13：30～14：30）総合福祉センター多目的室

8 木

9 金
ウエイトトレーニング教室（18：30～20：30）
　油谷体育館トレーニングセンター

10 土

市民くらしのカレンダー

固定資産税都市計画税の２期と国民健康保険税・介護保

険料・後期高齢者医療保険料の納期限は７月31日です。

休日当番医（診療時間 8：30～17：00）

７月14日・15日・21日・28日・８月４日

市立芦別病院（本町14 ☎22-2701）

休日〔歯科〕当番医（診療時間 9：00～12：00）

７月

14日 伊藤歯科医院（砂川市☎0125-52-2222）

21日 なかむらファミリー歯科（滝川市☎0125-26-2282）

28日 よりもと歯科医院（北４西３☎22-4618）

８月 ４日 塚本歯科医院（滝川市☎0125-23-2508）

※医療機関の都合により変更がありますので、空知歯科医師会
　のホームページでご確認ください。

移動献血車「ひまわり号」運行日程

月日 時間 場所

７月17日㈬ 15：00～16：00 北日本自動車大学校


